
植

民
地
支
配
、
キ
リ

ス
ト
教
、
そ
し

て
異
文
化

交
流

　ユ
　

日
本

軍

に
よ

る
台

湾

武

力
制

圧

に
お
け

る
事

例

よ

り

(
一
八
九
五
年
)

高

井

ヘ
ラ
ー

由

紀

植民地支配、 キ リス ト教、そ して異文化交流

は

じ

め

に

近
代
西
欧
帝
国
主
義

に
お

い
て
、
キ
リ

ス
ト
教

は

「
支
配
者
」
及
び

「
文

明
」
の
宗
教

で
あ
り
、
そ
こ
に
は

「被
支
配
者

ー1
非
キ
リ
ス
ト
教
11
野
蛮

(異

教
)」
に
対
す
る

「支
配
者
冂
キ
リ
ス
ト
教

囗
文
明
」
と

い
う
明
ら
か
な
図
式

が
成
立
し
て
い
た
。

一
方
、
戦
前

の
日
本

帝
国
主
義

に
お
い
て
は
、
西
欧
帝
国

主
義

に
お
け
る
キ
リ

ス
ト
教

の
よ
う
な
宗
教

は
存
在

せ
ず
、
キ
リ
ス
ト
教
は

「支
配
者
」
側

に
お
い
て
も

マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
の
宗
教

で
あ

っ
た
。
し
か
し
、

い

ず
れ
の
場
合
に
も
キ
リ
ス
ト
教
徒
は
、
大
方

に
お
い
て
帝
国
主
義
を
相
対
化
す

る
視
点
を
有
せ
ず
、
欧
米
キ
リ
ス
ト
教

の
場
合
に
は
帝
国
主
義

の

「
手
先
」
と

な

っ
た
側
面
が
、
日
本
の
そ
れ
に
お
い
て
は
帝
国
主
義

に
屈
従
的
で
あ

っ
た
教

会

の
あ
り
方
が
、
批
判
的
或

い
は
反
省
的

に
と
ら
え
ら
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。

本
稿

で
は
、
そ
の
よ
う
に
近
代
植
民
地
支
配

に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教

の
役
割

を

「教
会
と
国
家
」

の
観
点
か
ら
批
判
的
反
省
的

に
と
ら
え
る
問
題
意
識

に
対

し
て
、
植
民
地
支
配
が
生
み
出
す
多
文
化
的
な
状
況
に
お
い
て
、
キ
リ
ス
ト
教

が
、
異
な
る
文
化
及
び
政
治
的
立
場

に
属
す
る
人

々
の
間
に
出
会
い
と
交
流
を

も
た
ら
し
た
側
面
に
注
目
し
て
み
た
い
。
具
体
的

に
は
、
日
本

に
よ
る
台
湾
植

民
地
統
治
が
開
始
さ
れ
た

一
八
九
五
年
、
日
本
軍
が
武
力
に
よ

っ
て
台
湾
を
制

圧
す
る
過
程

に
見
ら
れ
た
二
つ
の
事
例
、
す
な
わ
ち
日
本
軍
人
キ
リ

ス
ト
教
徒

及
び
澎
湖
住
民

キ
リ
ス
ト
教
徒
間
の
交
流
、
ま
た
日
本
教
会
よ
り
派
遣
さ
れ
た

従
軍
慰
問
使
及
び
台
湾
現
地
教
会
と

の
交
流
に
焦
点
を
当
て
、
植
民
地
統
治
下

の
台
湾

に
お
け
る
日
本
、
台
湾

(澎
湖
)、
英
加
宣
教
師

の
三
者

の
キ
リ
ス
ト

教
を
媒
介
と
し
た

「
出
会

い
」
及
び

「交
流
」

の
事
実
を
描
く
こ
と
に
よ

っ
て
、

植
民
地
支
配
下

に
お
け
る
異
文
化
交
流

の
現
実
と
そ

の
問
題
点
を
探
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
。

清
朝
末
期
の
台
湾
は
、
漢
族

(閾
南
系
及
び
客
家
系
)、

マ
ラ
イ

・
ポ
リ
ネ

シ
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ア
系
先
住
民
族

(九
部
族
)
、
そ
し
て
平
埔

族
よ
り
構
成
さ
れ
る
、
多
民
族
及

び
多
言
語
地
域
で
あ

っ
た
。
か
つ
て

一
七
世
紀

に
台
湾
が
オ
ラ
ソ
ダ
及
び

ス
ペ

イ
ソ
の
植
民
地
支
配
下
に
入

っ
た
際
、
オ
ラ

ソ
ダ
改
革
派
教
会
及
び

ス
ペ
イ

ソ

の
ド
ミ
ニ
コ
宣
教
団
が
先
住
民
族
の
間
で
宣

教
活
動
に
従
事

し
て
以
来
、
約
二

〇
〇
年
間
途
絶
え
て
い
た
キ
リ
ス
ト
教
宣
教

は
、

一
八
六
〇
年

の
北
京
条
約
に

お
い
て
天
津
条
約
が
批
准
さ
れ
、
清
国
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
宣
教

の
自
由
、

台
湾
の
淡
水
及
び
台
南
開
港
が
許
可
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
再
び
開
始
さ
れ
る

こ
と
と
な

っ
た
。
プ

ロ
テ
ス
タ
ソ
ト
宣
教
に
限

っ
て
見
て
み
る
と
、
南
部
で
は

英
国
長
老
教
会

(℃
お
ωび
旨
Φ同冨
づ
9

霞
9

。
h
国
づひq訂
昌
α)
医
療
宣
教
師
ジ

ェ
ー

ム
ズ

・
L

・
マ
ク
ス
ウ

ェ
ル

(冨
ヨ
Φω
目
巴
臼
○芝

ζ
鋤
×
≦
①=
)
が
、
北
部

(大

甲
渓
以
北
)
で
は
カ
ナ
ダ
長
老
教
会

(国
Φω
9
け①ユ
彗

9
霞
9

ヨ
0
き
巴
9。
)
宣

教
師
ジ

ョ
ー
ジ

・
L

・
マ
ッ
カ
イ

(O
①o
お
Φ
い
Φ
巴
Φ
竃
8
国
錠
)
が
、
そ
れ
ぞ

れ

一
八
六
五
年
及
び

一
八
七
二
年
に
台
南
及
び
淡
水
を
拠
点
と
し
て
宣
教
活
動

を
開
始
し
た
。
以
来
、
英
国
長
老
教
会
ミ

ッ
シ
ョ
ン

(国
ロ
ひq
房
げ
零
Φωσ
旨
①ユ
き

竃
蕾
δ
昌
、
以
下

E
P
M
)
が

台

南

に
、

カ
ナ
ダ

長

老
教

会

ミ

ヅ

シ

ョ
ソ

(O
鋤蠧
9
①p
℃
お
ωび
旨
Φ同冨
コ
一≦
ωωδ
口
、
以
下
C
P
M
)
が
淡
水

に
設
立
さ
れ
、

両

ミ
ッ
シ
ョ
ソ
は
い
ず
れ
も
医
療
宣
教
事
業

、
教
育
事
業
、
福
音
伝
道
事
業
を

三
本
柱
と
し
て
、
漢
族
及
び
平
埔
族

の
間

に
お
け
る
宣
教
活
動
を
展
開
し
て
い

っ
た
。

台
湾
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
宣
教
は
清
国

の
そ
れ
と
同
様
、
祖
先
崇
拝
が
生

活

の
中
心
で
あ
る
漢
族

の
民
衆
及
び
儒
教
知
識
階
級
か
ら
強

い
反
発
を
受
け
た

が
、
最
初

の
数
年
間

で
、
漢
族
で
は
非
知
識
階
級
を
中
心
と
し
た
改
宗
者
を
獲

得
し
、
そ
の
後
、
平
埔
族
の
間
で
集
団
改
宗
が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

一
八
九
五
年
ま
で
に
は
南
部
で
成
人
信
徒
数

一
四
四
五
人
、
伝
道
者
数
三
〇
人
、

　ヨ
　

教
会
数
四
四

ヶ
所

に
達
し
た
ほ
か
、
台
南
神
学
院
、
台
南
医
館

(後
の
新
楼
医

院
)
、
長
老
教
中
学
及
び
女
子
中
学
な
ど
が
設
立
さ
れ
、
北
部
で
も

一
八
九
三

年

の
時
点
で
信
徒
数
約
二
六
〇
〇
人
、
牧
師

二
人
、
伝
道
者
六
〇
人
、
教
会
数

　　
　

六
〇
ヶ
所
に
達
し
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
神
学
院
、

マ
ッ
カ
イ
医
院
、
淡
水
中

学
及
び
女
子
中
学
な
ど
が
設
立
さ
れ
て
い
っ
た
。
主

に
山
地
に
居
住
す
る
先
住

民
族

へ
の
宣
教
活
動
は
南
北
共
に
未
着
手
で
あ

っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
日
本
統
治
開
始
当
時
、
台
湾
プ

ロ
テ
ス
タ
ソ
ト

・
キ
リ
ス
ト

　　
　

教
界

(以
下
、
台
湾
キ
リ
ス
ト
教
界
)
は
、
漢
族

及
び
平
埔
族
を
含
む

「
台
湾

人
」
信
徒
及
び
伝
道
者
、
そ
し
て
英
国
及
び
カ
ナ
ダ
か
ら

の
欧
米
宣
教
師

の
二

者
に
よ

っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
。
教
派
は
長
老
派

の
み
で
あ

っ
た
が
、
教
会
組

織
は
英
加
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
、
明
確

に
南
北

に
二
分

さ
れ
て
い
る
状
況
で
あ

っ
た
。
日
本
に
よ
る
植
民
地
統
治
と
い
う
新
た
な
政
治

体
制

の
到
来
に
よ
る
日
本
人
キ
リ
ス
ト
教
徒

の
参
入
は
、
言
語
文
化
的

に
異
質

な
民
族
、
長
老
派
以
外
の
教
会
、
さ
ら
に
宣
教
師
と
同
じ
く
近
代

「文
明
」
を

担

い
、
且
つ
宣
教
師
よ
り
政
治
的
優
位
に
立

つ

「帝
国
主
義
」
的
な
キ
リ
ス
ト

教
徒

の
到
来
を
意
味
し
た
。

こ
の
、
台
湾

に
渡
る
こ
と
に
な

っ
た
日
本
人
信
徒

の
中
で
最
も
早
く
台
湾
に

足
を
踏
み
入
れ
た
の
が
、

一
八
九
五
年

の
武
力
制
圧
時
に
日
本
軍

に
従
軍
し
て
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い
た
キ
リ
ス
ト
教
徒
、
そ
し
て
同
年

一
〇

月
、
日
本
軍
慰
問
の
た
め
に
日
本
教

　　
　

会
か
ら
派
遣
さ
れ
た
従
軍
慰
問
使

で
あ

っ
た
。
以
下
、
武
力
制
圧
時

の
台
湾
キ

リ
ス
ト
教
界

の
状
況
を
ふ
ま
え
た
上

で
、

こ
れ
ら
の
日
本
人
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
、

宣
教
活
動
着
手
以
来
、
既
に
三
〇
年

の
経
過
し
て
い
た
台
湾
キ
リ
ス
ト
教
界
と
、

い
か
に
出
会

い
、
い
か
に
関
係
を
築

い
て
い
っ
た
の
か
を
見

て
い
く
こ
と
と
す

る
。

一

日
本
軍
台
湾
武
力
制
圧
と
台
湾
キ
リ
ス
ト
教
界

日
本
軍
に
よ
る
台
湾
武
力
制
圧

一
八
九
五
年
、
日
清
戦
争
に

「
勝
利
」

し
た
日
本
は
、
四
月
二
九
日
の
日
清

講
和
条
約
締
結
に
よ
り
、
台
湾
を
植
民
地

と
し
て
獲
得
、

ア
ジ
ア
諸
国
の
中
で

初
め
て
の
植
民
地

「統
治
者
」
と
な

っ
た
。
こ
の
日
本
に
よ
る
台
湾

の
植
民
地

支
配
は
、
武
力
に
よ

っ
て
台
湾
全
島
を
実
質
的

に
制
圧
す
る
こ
と
か
ら
開
始
さ

れ
た
。
日
本
軍
は
、
既

に
日
清
講
和
条
約
締
結
以
前

の
同
年
三
月
末
、
澎
湖
を

占
領
し
て
い
た
が
、
五
月
末

に
北
白
川
宮

能
仁
親
王
の
率
い
る
近
衛
師
団
が
台

湾
北
部

へ
の
上
陸
を
果
た
し
、
六
月

二
日

に
台
湾
接
受

の
手
続
き
を
正
式
に
行

っ
て
以
来
、
六
月
三
日
の
基
隆
侵
攻
を
皮

切
り
に
主
要
な
都
市
を
次
々
と
制
圧

し
て
い
っ
た
。
す
な
わ
ち
六
月
七
日
に
は
台
北
無
血
入
城
、
六
月

一
七
日
に
始

政
式
を
行

っ
た
後
、
西
海
岸
沿

い
を
南
下

、
新
竹
七
月
三

一
日
、
彰
化
八
月

二

八
日
占
領
、
以
南
は
乃
木
希
典

の
率
い
る
第

二
師
団
と
伏
見
宮
貞
愛
親
王
の
混

成
第
四
旅
団
が
合
流
し
て
、
嘉
義

一
〇
月
九

日
、
そ
し
て
最
後

に

一
〇
月
二
〇

　
　
　

日
に
台
南

へ
の
無
血
入
城
を
果
た
し
た
。

こ
の
間
の
台
湾
側

の
動
き
を
見
る
と
、
台
湾
割
譲
の
通
告
を
受
け
て
以
降
、

　
　
　

台
湾
島
内

の
士
紳
階
級
は
台
湾
民
主
国
の
独
立
宣
言
を
も

っ
て
日
本

の
侵
略
に

対
抗
す
る
こ
と
を
計
画
、
総
統
に
台
湾
巡
撫

の
唐
景
菘
、
大
将
軍

に
劉
永
福
、

副
総
統
兼
団
練
師
に
客
家
系
台
湾
籍

の
邱
逢
甲
を
推
挙
し
、
五
月
二
五
日
、
台

　　
　

湾
民
主
国
の
成
立
式
典
を
挙
行
し
た
。
建
国
に
あ
た

っ
て
日
本
軍
を
迎
え
撃

つ

た
め
に
台
湾
防
衛
軍
が
再
編
成
さ
れ
、
唐
景
菘
直
属

の
広
東
系
部
隊
が
台
北
地

方

に
、
霧
峰
林
家

の
林
朝
棟

の
台
湾
人
部
隊
及
び
邱
逢
甲
の
義
勇
軍
が
台
中
に
、

黒
旗
軍
を
率
い
て
渡
台
し
て
い
た
劉
永
福
が
台
南
に
配
置
さ
れ
た
。
し
か
し
実

際
に
は
、
在
台
高
級
官
僚
の
ほ
と
ん
ど
は
内
渡
、
富
豪
及
び
士
紳

の
相
当
数
が

家
財
を
持

っ
て
大
陸

へ
と
逃
れ
、
唐
景
菘
も
士
紳
に
脅
迫
さ
れ
て
辛
う
じ
て
台

　り
　

湾
に
と
ど
ま

っ
て
い
る
と
い
う
状
態

で
あ

っ
た
。
民
主
国
首
脳
陣
の
ほ
と
ん
ど

は
日
本
軍
と
戦
う
こ
と
な
く
大
陸

に
逃
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
り
、
民
主
国
が
台

南
府
城

の
占
領
さ
れ
る

一
〇
月

一
九
日
ま
で
の
約
五
ヶ
月
間
、
持
ち
こ
た
え
た

の
は
、
民
衆

レ
ベ
ル
で
組
織
さ
れ
た
義
民
軍
ゲ
リ
ラ
が
各
地
で
展
開
し
た
武
力

　　
　

抵
抗
活
動

の
故
だ

っ
た
。
と
は
い
え
、
台
湾
に
留
ま

っ
た
上
層
階
級
や

一
般
民

衆
も
必
ず
し
も
日
本
の
台
湾
領
有
阻
止
と
い
う
単

一
の
方
向
に
結
集

せ
ず
、
か

え

っ
て
兵
士
に
よ
る
社
会
混
乱
、
「
匪
賊

の
跳
梁
」

の
引
き
起

こ
す

一
種

の
無

　れ
　

政
府
状
態
を
恐
れ
、
侵
略
者
到
来
を
望
む
面
さ
え
あ

っ
た
。
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台
湾
教
会
の
受
難

こ
の
よ
う
な
混
沌
と
し
た
状
況
の
中
、
宗
教
的

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
で
あ
り
、
漢

族
か
ら
は
、
既
存
の
宗
教
文
化
を
ラ
デ

ィ
カ

ル
に
否
定
す
る
上
、
清
国
を
脅
か

す
外
国
勢
力
寄
り
と
見
ら
れ
て
い
た
台
湾
人

キ
リ
ス
ト
教
徒
は
、
そ
れ
ま
で
に

な
い
苦
難

の
道
を
辿
る
こ
と
と
な

っ
た
。
そ
れ
ま
で
も
キ
リ
ス
ト
教
徒
は
、
日

本
に
よ
る
台
湾
出
兵

(
一
八
七
四
年
)
や
清
仏
戦
争

(
一
八
八
四
年
)
な
ど
台
湾

が
外
部
勢
力
か
ら
の
侵
略
の
危
機

に
見
舞
わ
れ
る
ご
と
に
、
侵
略
者
に
協
力
し

　お
　

た
と
し
て
、
北
部
を
中
心
に

「
ス
ケ
ー
プ
ゴ

ー
ト
」
に
祭
り
上
げ
ら
れ
る
傾
向

に
あ

っ
た
。
が

一
八
九
五
年

の
日
本
軍
に
よ
る
武
力
制
圧
時
に
は
、
現
地
住
民

側
か
ら
は
日
本
軍
協
力
者
、
日
本
軍
か
ら
は
抗

日
運
動

の
扇
動
者
と
疑
わ
れ
る

と
い
う
、
二
重

の
苦
難
に
直
面
し
な
く
て
は
な
ら
な
か

っ
た
の
で
あ

る
。

清
仏
戦
争

の
記
憶
も
新
し
い
北
部
で
は
特

に
被
害
が
大
き
く
、
六
〇
宇
中

二

〇
宇
の
礼
拝
堂
が
占
拠
さ
れ
、
七
三
五
名

の
信
徒
及
び
伝
道
者
が
死
亡
又
は
行

　
レ
　

方
不
明
に
な

っ
た
と
い
わ
れ
る
。

C
P
M
宣
教
師
の
報
告

に
よ
る
と
、
六
月

七
日
の
日
本
軍

に
よ
る
台
北
無
血

　あ
　

入
城
以
降
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
は
日
本

の
ス
パ
イ
と
疑
わ
れ
始
め
、
七
月

二
三
日

の
時
点

で
既
に
、
数
名

の
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
抗
日
勢
力
に
加
わ
る
こ
と
を
拒
ん

で
惨
殺
さ
れ
て
い
る
。
抗
日
感
情

の
特
に
根
強

い
客
家

の
街
、
月
眉
で
は
、
武

装
抵
抗
を
拒
否
し
た
伝
道
者

の
家
族
や
親
戚

が
殺
害
さ
れ
、
東
海
岸
地
域
で
も
、

日
本
軍
の
協
力
者

で
あ
る
と
誤
解
さ
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
危
う
く
漢
族
秘
密

　
　
　

結
社
に
よ
る
集
団
虐
殺
を
免
れ
る
な
ど
、
被
害
は
相
当

に
拡
大
し
て
い
た
。

　レ
　

日
本
軍
関
係
者

に
も
キ
リ
ス
ト
教
を
嫌
悪
す
る
者
は
多
く
、
桃
園
、
中
櫪
、

新
店
、
錫

口
、
頂
双
渓
な
ど
の
各
地

の
礼
拝
堂
が
軍

に
占
拠
さ
れ
て
馬
小
屋
な

ど
と
し
て
使
用
さ
れ
た
ほ
か
、
伝
道
者
が
投
獄
、
拷
問
さ
れ
、
し
ば
し
ぽ
処
刑

　　
　

さ
れ
る
ま
で
に
至

っ
た
。
伝
道
者
投
獄
の
名
目
は
抗
日
運
動

の
扇
動
と
い
う
こ

と
で
あ

っ
た
が
、
多
く
の
場
合
、
キ
リ
ス
ト
教

へ
の
日
頃
の
反
感
に
加
、兄
、
抗

日
勢
力

へ
の
参
加
に
消
極
的
な
こ
と

へ
の
腹

い
せ
か
ら
、
住
民
や
抗
日
兵
士
が

日
本
軍

へ
密
告
し
た
も
の
で
あ

っ
た
。

一
方
、
南
部
に
お
け
る
教
会
被
害

は
北
部
と
比
較
す
れ
ば
規
模
は
か
な
り
小

さ
か

っ
た
も

の
の
、
同
様

の
傾
向

は
や
は
り
見
ら
れ
た
。
打
猫

(民
雄
)
に
お

け

る
教
会
関
係
者
三
名

の
殺
害

(九
月
初
旬
)、
麻
荳

に
お
け
る
キ
リ

ス
ト
教

徒

の
集
団
虐
殺

(
一
〇
月
中
旬
)
、
ま
た
東
海
岸
観
音
山
に
お
け
る
平
埔
族
キ
リ

ス
ト
教
徒

の
集
団
迫
害

(翌

一
八
九
六
年
二
月
中
旬
)
な
ど
の
ヶ
ー
ス
が
E
P

　む
　

M
宣
教
師
に
よ

っ
て
報
告
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
日
本
軍

の
協
力
者
で
あ
る
と

い
う
疑
惑
か
ら
、
周
囲
の
住
民
や

「暴
徒
」
と
化
し
た
清

　ハ
　

朝
兵
士
に
よ

っ
て
殺
害
さ
れ
た
も

の
で
あ

っ
た
。

南
部

に
お
い
て
北
部
と
大
き
く
異
な

っ
て
い
た
の
は
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
抗

日
ゲ
リ
ラ
戦
の
鎮
圧

に
お
い
て

「
信
頼
で
き
る
」
と
知

っ
た
日
本
軍
が
、
彼
ら

　
ハ
　

を
強
制
的
に
徴
用
す
る
よ
う
に
な

っ
て
い
た
点

で
あ
る
。
こ
れ
は
日
本
軍
に
よ

る
教
会
関
係
者

へ
の
迫
害
を
軽
減
す
る

一
方
、
住
民

の
間

に

「
キ
リ
ス
ト
教
徒

は
日
本
軍

の
協
力
者
」
と
の
誤
解
を
広
め
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
を
窮
地
に
陥
れ
る

こ
と
に
な

っ
た
。

こ
の
弊
害

の
典
型
例
で
あ
る

「麻
荳
事
件
」
で
は
、
澎
湖
島
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馬
公
教
会
の
伝
道
者
林
赤
馬
が
、
日
本
軍

か
ら
麻
荳

の
道
案
内
を
強
制
さ
れ
従

わ
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
た
め
に
、
現
地

の
キ
リ
ス
ト
教
徒

一
四
名

(及
び
そ
の

友
人
四
名
)
全
員
が
抗
日
ゲ
リ
ラ
に
よ
り
殺
害
さ
れ
る
と
い
う
、
悲
惨
な
結
果

　の
　

と

な

っ
た
。

武
力
制
圧

へ
の
無
抵
抗

以
上
の
よ
う
な
台
湾
人
キ
リ
ス
ト
教
徒
受

難
の
原
因
と
し
て
、
抗
日
武
力
抵

抗
に
対
す
る
消
極
的
態
度
と

い
う
点
を
指
摘

で
き
る
。
キ
リ
ス
ト
教
徒

は
抗
日

軍
に
加
わ
ら
な
か

っ
た
の
み
な
ら
ず
、
日
本
軍
を
積
極
的

に
迎
え
さ
え
し
た
。

台
北
に
お
い
て
は
北
部
長
老
教
会

の
代
表
的

人
物

で
あ
る
李
春
生
が
、
台
南
に

お
い
て
は
E
P
M
宣
教
師
ら
が
、
日
本
軍

に
よ
る
無
血
占
領

に
介
入
し
た
こ
と

　
お
　

は
後
述
す
る
通
り
で
あ
る
が
、
そ

の
他

に
も
、
北
部

で
は
頭
圍
や
雲
材
街
、
南

部

で
は
牛
担
湾

で
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
積
極
的
に
日
本
軍
を
迎
え
よ
う
と
し
た

　ゆ
　

こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
も

っ
と
も
、
住
民
の
ゲ
リ
ラ
抵
抗
を
恐
れ
て
い
た

日
本
軍

は
相
手
構
わ
ず
掃
討
作
戦

に
出
る
傾
向

に
あ
り
、
善
意
が
仇

に
な

っ
て

返

っ
て
き
た
こ
と
も
少
な
く
な
か

っ
た
。
牛
担
湾

で
は
、
出
迎
え
た
三
名

の
住

民
が

一
斉
射
撃
を
受
け
て
惨
殺
さ
れ
た
。
日
本
軍
を
迎
え
た
北
部
の
あ
る
平
埔

族
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
村
で
も
、
伝
道
者
を
含

め
た
住
民
が
虐
殺
さ
れ
た
例
が
報

　お
　

告
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
日
本
軍

に
よ

る
掃
討
作
戦
の
残
虐
さ
は
、
し
ぼ

し
ぼ

一
般
の
台
湾
住
民
の
間

に
抗
日
意
識
を
植
え

つ
け
る
き

っ
か
け
に
な

っ
た

が
、
キ
リ
ス
ト
教
徒

の
場
合
、
掃
討
作
戦

の
犠
牲
に
な

っ
た
恨
み
か
ら
抗
日
に

転
じ
た
事
例
は
見
当
た
ら
な
い
。

日
本
統
治
下

の
台
湾
に
お
い
て
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
抗
日
運
動
を
担
う
層
と

が
こ
の
よ
う
に
異
な

っ
て
い
た
こ
と
は
、
同
じ
く
日
本
に
よ
る
植
民
地
統
治
下

に
あ

っ
た
朝
鮮
に
お
い
て
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
抗
日
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
運
動

に

関
わ
る
側

に
あ

っ
た
こ
と
と
対
極
を
な
し
て
い
る
。
台
湾
人
キ
リ

ス
ト
教
徒
が
、

少
な
く
と
も
統
治
開
始
当
初
、
抗
日
運
動
に
対
し
て
か
く
も
消
極
的
だ

っ
た
理

由
は
何
だ

っ
た
の
か
と
い
う
疑
問
が
、
当
然
、
浮
か
ん
で
く
る
。

ま
ず
、
台
湾

で
は
、
明
に
至
る
中
国

の
各
王
朝
か
ら
長
く
辺
境
視
さ
れ
、
清

初
も

一
六
八
三
年

の
平
定
に
至
る
ま
で
、

ス
ペ
イ

ン
・
オ
ラ
ソ
ダ
勢
力

の
進
出
、

次
い
で
三
藩
の
乱

に
加
担
し
た
鄭
氏
政
権

の
占
拠
を
受
け
、
さ
ら
に
全
島
規
模

の
台
湾
省
が
画
定
さ
れ
る
の
が

一
八
八
七
年
で
あ

っ
た
と

い
う
背
景
か
ら
、
全

島
を
統

一
す
る
明
確
な
政
治
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
成
立
が
遅
れ
て
い
た
、

と
い
う
事
実
を
指
摘
し
た
い
。
日
本
人
信
徒
の
接
し
た
台
湾
人
キ
リ
ス
ト
教
信

徒
も
、
清
国

へ
の
国
家
的
愛
慕
な
ど
は
な
く
、
む
し
ろ
国
姓
爺

(鄭
成
功
)
を

　
め
　

慕

っ
て
い
た
と
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
清
王
朝
の
下
で
政
治
的
圧
迫
及
び
経
済

的
搾
取
を
受
け
て
き
た
台
湾

の

一
般
民
衆
は
、
新
た
な
統
治
者
で
あ
る
日
本
に

む
し
ろ
期
待
す
る
向
き
さ
え
あ

っ
た
。
し
た
が

っ
て
、
日
本
統
治
の
開
始
が
武

力
を
用

い
て
ま
で
抵
抗

に
価
す
る
も

の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
台
湾

の
民
衆
全

体
が
共
感
し
共
有
す
る
見
解
や
感
情
は
、
必
ず
し
も

一
つ
で
は
な
か

っ
た
と
い

っ
て
い
い
。
ま
た
台
湾

に
お
い
て
は
、
「
ナ
シ

ョ
ナ
リ
ズ

ム
」
と

「抗

日
」
と

が
朝
鮮
の
場
合

の
よ
う
に
直
結
し
て
い
な
か

っ
た
こ
と
も
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
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こ
れ
は
、

一
九
二
〇
年
代
以
降

の
台
湾
に
お

い
て
、
イ
ソ
テ
リ
青
年
層
を
中
心

に
展
開
さ
れ
た
政
治
運
動
が
、
あ
か
ら
さ
ま

に

「
抗
日
」

の
性
格
を
有
す
る
も

の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
キ
リ
ス
ト
教
徒
は
、
漢
族
で
あ
れ
ば
自
ら
の
属
す
る
宗
教
社
会
か
ら

断
絶
さ
れ
た
存
在
で
あ
り
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
民
族
的

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
平
埔

族
で
あ

っ
て
、

一
般

の
漢
族
系
住
民
と
は
心
理
的

に
隔
て
ら
れ
て
い
た
。
し
た

が

っ
て
、

一
部
の
漢
族
住
民
が
抱

い
て
い
た
強

い
抗
日
感
情
を
共
有
す
る
素
地

が
な
か

っ
た
と
も

い
え
る
。
武
力
戦
闘
行
為
自
体
に
も
少
な
か
ら
ず
抵
抗
が
あ

　　
　

っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
宣
教
師
と
の
接
触
が
欧

米
列
強

の
み
な
ら
ず
日
本
を
含
む

「
外
国
」

へ
の
抵
抗
感
を
小
さ
く
し
、
日
本
が

「
近
代
」
国
家
で
あ
る
こ
と
に

期
待
す
る
側
面
も
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
キ
リ

ス
ト
教
徒
が
結
果
と
し
て
積
極
的

に
日
本
軍
を
迎
え
入
れ
た
理

由
と
し
て
は
、
日
本
軍
を
誘
導
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
村
全
体
を
被
害
か
ら
救

お
う
と
す
る
行
動
原
理
と
し
て
説
明
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
日
本
統
治
に

対
す
る
歓
迎

の
意
図
と
い
う
よ
り
は
、
今
で
こ
そ

「政
治
的
妥
協
」
と
も
思
、兇

る
行
動

に
よ
っ
て
自
分

の
属
す
る
村
落
共

同
体
を
救
う
こ
と
を
、
「政
治
的
抵

抗
」
に
よ

っ
て
人
命
の
犠
牲
を
払
う
よ
り
も
望
ま
し
い
と
判
断
し
た
結
果

の
行

動
で
あ

っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
宗
教
的
民
族
的

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
を
含
む
台
湾
民
衆
全
体
を
包

括
す

る
政
治
的
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
が
未

だ
構
築
さ
れ
て
お
ら
ず
、
「抵
抗
」

の
母
体
や
動
機
も
流
動
的
な
も

の
で
あ

っ
た

こ
と
が
、
台
湾

キ
リ
ス
ト
教
徒
を

し
て
日
本
軍
に
よ
る
台
湾
占
領

の
平
和
的
実
現
を
促
進
す
る
側
に
立
た
せ
た
、

と
結
論
付
け
ら
れ
よ
う
。

台
北
及
び
台
南
無
血
入
城
と
キ
リ
ス
ト
教
徒

以
上

の
よ
う
に
、
台
湾
各
地
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
は
全
体
と
し
て
抗
日
武
力
抵

抗
に
消
極
的

で
あ

っ
た
が
、
そ
れ

に
加
え
て
、
台
北
に
お
い
て
は
北
部
長
老
教

会
の
代
表
的
人
物
で
あ
る
李
春
生
が
、
台
南
に
お
い
て
は
E
P
M
宣
教
師
ら
が

日
本
軍

に
よ
る
無
血
占
領
に
介
入
し
た
こ
と
は
、
台
湾
キ
リ
ス
ト
教
界

の
立
場

を
典
型
的
に
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

北
部
カ
ナ
ダ
長
老
教
会
大
稲
埋
教
会

の
信
者

で
富
豪

の
茶
業
商

(洋
商
)
李

春
生
は
、
後

に
日
本
基
督
教
会
の
台
湾

に
お
け
る
働
き
を
、
経
済
面
を
含
め
て

全
面
的
に
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
に
な

っ
た
人
物

で
あ
る
。

一
八
三
八
年
廈

門
に
生
ま
れ
、
茶
業
商
を
営
み
、
六
五
年
渡
台
後
国
際
市
場

に
お
け
る
台
湾
茶

の
販
売

で
成
功
を
収

め
、
七
五
年
以
降
は
清
国
の
役
人
、
七
八
年
か
ら
は
台
湾

の
三
大
郷
紳

の

一
人
で
あ
る
林
本
源
家

の
林
維
源
と
共

に
台
北
城

の
建
築
委
員

を
任
さ
れ
、
台
北
大
稲
埋
に
建
昌
街
、
千
秋
街
、
六
館
街
を
建
設
、

八
九
年
に

も
台
湾
鉄
道
鋪
設
委
員
を
務

め
る
な
ど
、
台
湾
お
よ
び
台
北
城

の
建
設
、
近
代

化
及
び
治
安
維
持
に
最
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
士
紳

の

一
人
で
あ

っ

焔
。
廈
門
時
代
か
ら
外
国
人
と

の
接
触
が
比
較
的
多
く
西
洋
文
化
に
親
し
ん
で

　
　
　

い
た
李
は
日
本

の
明
治
維
新
を
高
く
評
価
し
、

一
八
七
四
年
牡
丹
社
事
件

に
お

け
る
日
本
の
台
湾
出
兵
の
際
、
清
朝
は
台
湾
確
保
の
た
め
に
朝
鮮
を
手
放
す
べ
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き
こ
と
、
中
国
の
向
上

(自
強
)
は
台
湾
か
ら
開
始
す
べ
き
こ
と
な
ど
を
主
張

　　
　

す
る
な
ど
、
在
台

の
漢
族
と
し
て
最
初
に

「
変
法
自
強
」
を
唱
え
た
近
代
化
志

　　
　

向

の
人
物
で
あ

っ
た
。

こ
の
李
春
生
を
含
む
台
北

の
士
紳
が
、

日
本
軍
に
よ
る
占
領
を
手
引
き
す
る

に
至
っ
た
の
は
、
六
月
二
日

の
清
国
代
表
李
経
芳
と
初
代
台
湾
総
督
樺
山
資
紀

の
台
湾
接
受
手
続
き
以
降
、
基
隆
が
侵
攻

さ
れ
、
唐
景
菘
が
逃

亡
す

る
と
、

「敗
残
兵
」
が
台
北

に
な
だ
れ
込
ん
で
城
内
を
混
乱
に
陥
れ
た
た
め
で
あ
る
。

彼
ら
は
城
内

の
治
安
を
保

つ
た
め
、
六
月
六

日
に
行
商
人
辜
顕
栄
を
基
隆
に
派

遣
し
て
日
本
軍

に
入
城
を
懇
請
、
ま
た
米

国
人
従
軍
記
者
デ
イ
ヴ
ィ
ド

ソ
ン

(一
四ヨ
Φω
H)鋤
く
一α
ωO
昌)
ら
外
国
人
居
住
者
も

日
本
軍
を
訪
ね
て
早
急

の
進
駐
を

　お
　

要
請
し
た
。
日
本
軍
は
こ
う
し
て
六
月
七
日

に
無
血
入
城
を
果
た
し
、
同
月

一

七
日
に
始
政
式
を
挙
げ
た
の
で
あ
る
。

李
は

一
五
歳
で
入
信
し
た
敬
虔
な
キ
リ

ス
ト
教
徒

で
あ

っ
た
が
、
台
北
城

に

日
本
軍
を
招
請
し
た
行
為
自
体
は
、
キ
リ

ス
ト
教
よ
り
も
、
む
し
ろ
そ

の
近
代

化
志
向
と
台
北
を
代
表
す
る
士
紳
と
し
て
の
責
任
感

に
由
来
す
る
と
思
わ
れ
る
。

社
会
秩
序

の
安
定
、
財
産

の
保
障
、
貿
易
発

展
の
機
会
を
常

に
優
先
的
に
考
慮

　
お
　

す
る
貿
易
商
人
と
し
て
の
行
為
と
の
解
釈
も

あ
る
。
た
だ
し
、
も
と
よ
り
日
本

の
明
治
維
新
を
高
く
評
価

し
て
い
た
李
は
、

明
治
維
新
後

の
日
本
が
キ
リ

ス
ト

教
の
み
を
信
奉
す
る
よ
う
に
な

っ
た
と

一
時

は
誤
解
す
る
ほ
ど
に
、
日
本

に
お

　
ム
　

け
る
近
代
化
と
キ
リ
ス
ト
教

の

一
体
性
を
信
じ
て
い
た
側
面
も
あ

っ
た
。
し
た

が

っ
て
日
本
統
治
到
来
に
対
し
、
近
代
化
及
び
キ
リ
ス
ト
教
化
双
方

の
側
面
か

　あ
　

ら
強
い
期
待
を
有

し
て
い
た
こ
と
は
、
事
実
で
あ
ろ
う
。
李
は
後

に
、
統
治
初

期
よ
り
台
湾
総
督
府
に
多
大
な
協
力
を
提
供
し
た
こ
と
を
評
価
さ
れ
、
勲
六
等

　
が
　

に
叙
し
、
旭
日
章
を
授
与
さ
れ
て
い
る
。

唐
景
菘
逃
亡
後

の
台
北
城
内
が
混
乱
」に
陥

っ
た
と
同
様
、
台
南
で
も

「
抗
日

戦
の
象
徴
的
存
在
」
と
な

っ
て
い
た
劉
永
福
が

一
〇
月
二
〇
日
廈
門

へ
逃
亡
し

た
後
、
城
内

の
旧
清
国
兵
が

「略
奪
」
や

「乱
暴
」
を
始
め
た
が
、
商
人
達
は

台
北
の
よ
う
な
混
乱
に
陥
る
こ
と
を
避
け
よ
う
と
、
E
P
M
宣
教
師

ト
マ
ス
・

バ

ー
ク
レ
ー

(↓
ゴ
。8
器

ゆ
費
巳
塁
)
及
び
ダ
ン
カ
ン
・
フ
ァ
ー
ガ
ソ
ン

(U
琶
-

。き

閃
Φ『ひq昜
8
)
ら
に
日
本
軍

の
入
城
を
案
内
す
る
よ
う
懇
請
し
た
。
こ
れ
に

対
し
て
両
宣
教
師
は
二
〇
日
夜
、
第

二
師
団
長
乃
木
希
典
と
会
見
し
て
事
情
を

　
　
　

説
明
し
、
そ
れ
に
よ

っ
て
第

二
師
団
は
一
二

日
に
台
南
無
血
入
城
を
果
た
し
た
。

し
か
し
、
E
P
M
宣
教
師
は
何

の
迷
い
も
な
く
こ
の
よ
う
な
行
動
を
起
こ
し

　お
　

た
の
で
は
な
い
。
バ
ー
ク
レ
ー
の
報
告

に
よ
れ
ぽ
、
彼
は
上
述

の
麻
荳
事
件

の

直
後

で
も
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
商
紳

の
要
請
に
対
し

「
キ
リ
ス
ト
教
徒
は
既
に

我

々
が
日
本
軍
と
同
盟
し
て
い
る
と

い
う
噂
に
よ
っ
て
大
き
な
被
害
を
受
け
て

お
り
、
こ
れ
以
上

こ
の
件
に
関
わ
り
た
く
は
な
い
」
と
、
最
初
は
拒
否
し
た
。

し
か
し
、
商
紳
自
身
が
日
本
軍

の
速
や
か
な
入
城
を
要
請
す
る
請
願
書

に
、

一

〇
〇
名
以
上
の
署
名
を
添
・兄
て
宣
教
師
の
も
と
に
持

っ
て
き
た
と
い
う
経
緯

に

よ
り
、
台
南
府
城

の
人

々
と
日
本
軍
と
の
仲
介
役
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。
こ

う
し
て
日
本
軍
を
台
南
府
城
に
導
き
入
れ
た
バ
ー
ク
レ
ー
及
び
フ
ァ
ー
ガ
ソ
ン

は
、
そ
の
功
績
を
評
価
さ
れ
、
後
に
勲
五
等
の
勲
章
を
与
え
ら
れ
た
。
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こ
の
宣
教
師

の
行
動
は
、

一
方

で
は
、
台
湾
総
督
府

に
対
し
て
宣
教
師
を
は

じ
め
と
す
る
台
湾
キ
リ
ス
ト
教
界
に
つ
い
て
肯
定
的
な
印
象
を
与
え
、
初
期
統

治
当
局
と
ミ

ッ
シ
ョ
ン
の
間
に

一
種

の
信
頼
関
係
を
生
み
出
し
た
。
し
か
し
も

う

一
方
で
こ
の
行
動
は
、

一
部

の
台
湾
住
民

の
間

で
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
日
本
と

同
盟
関
係

に
あ
る
と
い
う
疑
い
を

一
層
強
め
さ
せ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
翌
年

二

月
に
東
海
岸
観
音
山
に
お
い
て
発
生
し
た
平
埔
族
キ
リ
ス
ト
教
徒

へ
の
集
団
迫

害
は
、
彼
ら
を
日
本
軍
の
手
引
き
と
誤
解
し
た
地
元
住
民
に
よ
っ
て
引
き
起
こ

さ
れ
た
も

の
で
あ

っ
た
。

在
台
英
加
宣
教
師
の
日
本
統
治
に
対
す
る
立
場

日
本
統
治
到
来
以
前

の
英
国
及
び
カ
ナ
ダ
宣
教
師
は
い
ず
れ
も
、
欧
米
列
強

の
清
国
に
対
す
る
政
治
的
優
位
を
盾

に
宣
教
活
動
を
進
め
る
こ
と
が
最
良

で
は

　
み
　

な

い
こ
と
を
経
験
上
わ
き
ま
え
て
お
り
、
問
題
発
生

の
際

に
は
清
朝
当
局

に
解

決
を
陳
情
し
て
い
た
が
、
そ
の
対
応
姿
勢
や
、
宣
教
活
動
に
干
渉
し
さ
・兄
す
る

態
度
に
は
強

い
不
満
を
感
じ
て
い
た
。

し
た
が

っ
て
、
「近
代
国
家
」

の
姿
を

ま
と
い
始
め
て
い
た
日
本
が
宣
教
活
動
上
の
新
た
な
交
渉
相
手
と
な

っ
た
と
い

う
こ
と
は
、
彼
ら

の
間
に
多
少
と
も
安
堵
の
感
を
も
た
ら
し
た
。

E
P
M
関
係
者

に
と

っ
て
の
肯
定
的
感
情

の
最
大
の
根
拠
は
、
日
本
が
近
代

化
を
経
た

「文
明
的
」
な
国
家

で
あ
る
と
い
う
点
で
あ

っ
た
。
台
湾
割
譲
直
後

に
個
人
的
見
解
を
示
し
た
ジ

ョ
ー
ジ

・
イ
ー
ド

(Ω
Φ。
饋
Φ
臣

o
)
は
、
建
設
、

産
業
、
法
律
面

の
改
善
に
加
え
、
日
曜

の
休

日
制
定
、
キ
リ
ス
ト
教
機
関

の
正

式
認
可
な
ど

の
面

で
、
肯
定
的
な
変
化
が
も
た
ら
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
予
想
し

　れ
　

て
い
る
。
。バ
ー
ク
レ
ー
も

一
八
九
五
年
末

の
報
告
で
、
日
本
統
治

の
良
否
に
つ

い
て
判
断
を
下
す
に
は
時
期
尚
早
と
し

つ
つ
も
、
清
朝
官
僚
制
度
や
知
識
階
級

　む
　

の
崩
壊
は
、
宣
教
活
動
上

の
障
壁
を
取
り
除
く
で
あ
ろ
う
と
指
摘
、
翌
年

に
は

ウ
ィ
リ
ア
ム

・
キ
ャ
ソ
ベ
ル

(芝
自

四ヨ

0
9
ヨ
9
Φε

が
、
日
本
は
た
と
・兄
キ

リ
ス
ト
教
国
で
な
く
と
も
、
教
会

に
対
し
て
は
キ
リ
ス
ト
教
国
同
様

の
寛
容
を
、

阿
片

に
対
し
て
は
非
寛
容
を
実
践
す
る
だ
ろ
う
と
の
希
望
的
観
測
を
述

べ
て
い

　
れ
　
る
。
駒
込
武
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
E
P
M
宣
教
師
に
と

っ
て
は
、
キ
リ
ス
ト

教
布
教
の

「障
碍
」
で
あ

っ
た

「読
書
人
層
を
担

い
手
と
す
る
中
華
文
明
」
よ

り
も
、
「
い
ち
早
く
西
洋
近
代
文
明
に

『改
宗
』
し
た
日
本

の
支
配
体
制

の
方

が
は
る
か
に
布
教

に
適
合
的
」
で
あ

る
と
判
断
さ
れ
、
「形
式
的
な
意
味

で
の

　
れ
　

西
洋
化
が
評
価
の
対
象
と
な

っ
た
」
結
果
と
い
、兄
る
。

し
か
し
、
宣
教
師

に
と

っ
て
あ
く
ま
で
も

「
異
教
国
」

で
あ
る
日
本

に
よ
る

統
治

の
到
来
は
、
全
面
的
に
肯
定
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
バ

ー
ク
レ
ー

は
上
記
の
報
告

に
お
い
て
、
日
本
統
治

の
目
的
は

「台
湾
人
を
身
も
魂
も
心
も

日
本
人
に
す
る
こ
と
」

で
あ
る
と
、
問
題
の
核
心
を
鋭
く
指
摘
し
、
日
本
統
治

　ゆ
　

下
の
政
策
を
注
意
深
く
見
守

っ
て
い
く
必
要
を
示
唆
し
て
い
た
。

一
方
C
P
M
は
、
台
北
占
領
直
後

に
、
近
代
化
を
経

つ
つ
あ
る

「
、、、
カ
ド
」

の
帝
国
で
あ
る
日
本

の
統
治
に
よ
り
台
湾
は

「
文
明
」

の
恩
恵
に
与
る
だ
ろ
う
、

と
の
楽
観
的
観
測
を
示
し
て
い
る
も

の
の
、
そ
れ
自
体
が
宣
教
上

の
助
け
に
な

　
お
　

る

と

い

っ
た
安

易

な

結

論

は

出

し

て

い
な

い
。

マ

ッ

カ
イ

も

、

差

し

当

た

っ
て
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の
問
題
は
北
部
教
会

の
受
難

で
あ
る
と
し

て
、
そ
れ
ま
で
同
様
に

「嵐

の
最
中

に
神

の
声
を
聞
き
取

る
強
い
信
仰
を
も

っ
て
」
直
面
す
る
だ
け
だ
と
述

べ
、
日

　ゆ
　

本
統
治

に
対
す
る
期
待

は
表
明
し
て
い
な

か

っ
た
。
し
か
し

一
八
九
六
年

八
月

に
水
野
遵
民
政
長
官
、

一
一
月
に
乃
木
希
典
総
督
と
会
見
し
、
宣
教
活
動
及
び

台
湾
教
会

の
保
護
を
直
訴
す
る
機
会
を
得
、
そ
の
好
意
的
な
対
応
に
明
ら
か
に

　
り
　

好
感
を
抱

い
た
。
水
野
や
乃
木
の
側
で
も

マ
ッ
カ
イ
の
人
柄
に
感
銘
を
受
け
た

と
み
え
、
そ
の
後
、

マ
ッ
カ
イ
を
訪
問
し
た
り
、
総
督
邸
晩
餐
会

に
招
待
し
た

　
　
　

り

し

て

い

る
。

も

と

よ

り

、

「
天

皇

」

と

「
キ

リ

ス

ト
」

の
両

方

に
忠

誠

を

尽

　
　
　

く
す
べ
き
こ
と
を
信
徒
に
説

い
て
い
た

マ
ッ
カ
イ
で
あ

っ
た
が
、
総
督
府
高
官

か
ら
好
意
的
な
扱

い
を
受
け
た
結
果
、
「天
皇
」

に
象
徴
さ
れ
る
植
民
地
統
治

権
力
に
対
し
て
、
彼
自
身
が
肯
定
的
感
情

を
抱
く
よ
う
に
な

っ
た
と
し
て
も
、

不
思
議
で
は
な
か

っ
た
。

二

日
本
軍
人

キ
リ

ス
ト
教
徒

と
澎
湖

キ
リ

ス
ト
教
徒

一
方
で
は
、
日
本
統
治

の
到
来
に
よ
り
多
大
な
苦
難
や
緊
張
を
強

い
ら
れ
た

台
湾
教
会
で
あ

っ
た
が
、
そ
の
よ
う
な
中

で
も
意
識
さ
れ
て
い
た
の
は
、
日
本

軍
に
従
軍
す
る
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
の
接
触
、

そ
し
て
彼
ら
を
通
し
て
見
え
て
く

る
日
本
及
び
日
本
キ
リ
ス
ト
教
界

へ
の
関
心

で
あ

っ
た
。
台
湾
民
衆

の
敵
味
方

　　
　

を
区
別

で
き
ず
、
し
ば
し
ば
女
子
供
を
も
無
差
別
に
殺
戮
し
た
日
本
軍
と
台
湾

民
衆
と

の
間
を
、
恐
怖
、
猜
疑
心
、
敵
愾
心
、
恨
み
と
い

っ
た
否
定
的
な
心
情

が
深
く
隔

て
る
中
、
台
日
キ
リ
ス
ト
教
徒
同
士

の
間

に

一
種

の

「
信
頼
」
関
係

に
基
づ
く
交
流
が
見
ら
れ
た
の
は
興
味
深

い
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
台

日
信

徒
が
互
い
に
近
づ
く
上
で
の
外
的
条
件
が
例
外
的

に
整

っ
て
い
た
澎
湖

に
お
い

て
見
ら
れ
た
、
聖
職
者
を
媒
介
と
し
な
い
信
徒
同
士
の
交
流

の
事
例
に
焦
点
を

当
て
、
そ
の
出
会
い
の
経
緯
と
交
流

の
結
果
構
築
さ
れ
た
関
係
性
、
そ
こ
に
内

　カ
　

包
さ
れ
て
い
る
問
題
を
検
討
し
た
い
。

台
湾
島

の
す
ぐ
西
に
位
置
す
る
澎
湖
諸
島
は
、
南
部
台
湾
教
会
が
外
国
ミ
ッ

シ
ョ
ソ
の
援
助
な
し
に
宣
教
を
行

っ
た
最
初

の
地
域
で
あ
り
、

一
八
八
二
年
澎

湖
島

の
南
端
馬
公

(当
時

「媽
宮
」
)
に
小
さ
な
礼
拝
堂
が
建
て
ら
れ
、
少
数
の

信
徒
を
有
し
て
い
た
。
歴
史
的

に
戦
略
的
価
値
が
高
く
、
清
国
に
と

っ
て
も
前

線
的
な
地
域
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
澎
湖
は
、
日
清
講
和
条
約
締
結

　ロ
　

に
先
立

っ

一
八
九
五
年
三
月
二
六
日
、
比
志
島
支
隊
に
よ
っ
て
占
領
さ
れ
、
そ

れ
に
伴

っ
て
馬
公
礼
拝
堂
も
軍
に
占
拠
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。
島
の
北
端

に

避
難
し
て
い
た
信
徒
は
、
平
定
後
馬
公
に
戻

っ
て
日
本
軍
に
礼
拝
堂
の
返
還
を

求

め
、
そ
の
願
い
出
を
即
座

に
聞
き
届
け
ら
れ
て
、
恐
ら
く
四
月
中
旬
頃
に
は

　
お
　

礼
拝
を
再
開
す
る
こ
と
が
可
能

に
な

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
過
程
に
お

い
て
信
徒
の
た
め
の
便
宜
を
は
か

っ
た
の
が
、
岡
田
哲
蔵
と
い
う
キ
リ
ス
ト
教

　　

　

徒

の
陸
軍
歩
兵
中
尉

で
あ
る
。
澎
湖
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
は
こ
の
こ
と
を
き

っ
か

け
に
、
比
志
島
支
隊

の
大
方
が
北
上
す
る
六
月
三
日
に
至
る
ま
で
、
日
本
軍
中

　
お
　

の
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
交
流
関
係
を
持

つ
こ
と
と
な

っ
た
。

約

一
万
八
○
○
○
人

の
澎
湖
駐
在
日
本
軍
人
及
び
軍
夫
の
内
、
キ
リ
ス
ト
教

徒
は
二
〇
名
ほ
ど
お
り
、
岡
田
の
ほ
か
に
、
日
本

の
軍
人
伝
道
に
大
き
な
影
響
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を
与
え
、
後

に
東
亜
伝
道
会
を
組
織
し
た
日
疋
信
亮

(日
本
基
督
教
会
員
、
当

時
軍
監
督
補
)
も
含
ま
れ

て
い
た
。

こ
れ
ら

の
キ
リ

ス
ト
教
徒
は
教
派
を
超
、兄

た
信
仰

の
集
ま
り
を
形
成
し
て
い
た
が
、
馬
公
礼
拝
堂
に
お
い
て
礼
拝
が
再
開

さ
れ
て
以
来
、
日
疋
を
含

め
た
数
名
が
日
曜
礼
拝
や
木
曜
晩

の
祈
疇
会
な
ど

に

参
加
し
始

め
、
そ
の
う
ち
に
日
曜
日
午
後
に
同
礼
拝
堂
に
お
い
て
独
自

に
日
本

　
　
　

語

の
礼
拝
を
行
う
よ
う
に
な

っ
た
。
そ

こ
に
は
日
疋
と
岡
田

の
ほ
か
、
宮

田

(軍
医
)、
田
淵

(軍
曹
)
、
そ

の
他
兵
士
を
含

め
て

一
五
名
か
ら
二
〇
名
ほ
ど
の

日
本
軍
中
の
信
徒
が
集

い
、
牧
師
で
あ
る
第

一
二
連
隊
附
酒
保
長

の
奈
須
義
質

　
サ
　

が
説
教
を
担
当
し
た
。

こ
う
し
て
午
前
中
に
は
台
湾
語
礼
拝
、
午
後
に
は
日
本
語
礼
拝
が
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
澎
湖

の
信
徒
が
二
〇
数
名
、

日
本

の
信
徒
が

一
〇
数
名
、
全
員

で
四
〇
数
名
が
礼
拝

に
参
加
し
て
い
た
が
、
言
葉
が
通
じ
な
い
に
も
か
か
わ
ら

　お
　

ず
、
互
い
の
礼
拝

に
出
席
す
る
と
い
う
状
況
が
生
ま
れ
て
い
た
。
こ
の
交
流
に

お
い
て
澎
湖
信
徒
側
で
重
要
な
役
割
を
果

た
し
た
の
が
、
「
台
湾
省
台
南
府
大

学
助
教
授
」
で
澎
湖
島
頂
上
赤
嶺
社
出
身

の
秀
才
、
許
廷
芳
で
あ
る
。
許
廷
芳

は
旧
正
月

の
休
暇
を
過
ご
す
た
め
に
澎
湖

に
戻

っ
た
と
こ
ろ
で
予
想
外
の
騒
乱

に
巻
き
込
ま
れ
、
台
南

へ
戻
れ
な
く
な

っ
た

の
み
な
ら
ず
、
程
な
く
大
学
も
閉

鎖
さ
れ
た
た
め
、
数

ヶ
月
間
澎
湖
に
留
ま
り
、
伝
道
者
不
在

の
馬
公
教
会
と
そ

　
ロ
　

の
信
徒

の
た
め
に
便
宜
を
は
か

っ
て
い
た
。
白
話

ロ
ー
マ
字
台
湾
語
以
外

の
文

字
を
読

め
な
い
信
徒

の
多
い
中
、
許
廷
芳
は
漢
字
を
通
し
て
日
本
人
信
徒
と
筆

談
す

る
こ
と
が
出
来
、
そ
れ
に
よ

っ
て
両
者

の
意
思

の
疎
通
が
可
能

に
な

っ
た

　
　
　

の
で
あ
る
。

日
本
軍
中

の
キ
リ
ス
ト
教
徒

は
、
初
め
て
接
す
る
台
湾
教
会
に
対
し
て
率
直

な
関
心
を
抱
き
、
台
湾
人
信
徒
の
熱
心
な
信
仰
に
感
心
し
、
終
始
丁
寧
な
態
度

　の
　

で
彼
ら
に
接
す
る

一
方
、
「
文
明

の
軍
隊
」
と
し
て
、
ま
た

「文
明
的
」
キ
リ

ス
ト
教

の
信
徒
と
し
て
、
自
ら

の
文
明
的
優
越
性
を
標
榜
し
て
止
ま
な
か

っ
た
。

そ

の
よ
う
な
優
越
感
を
示
す
例
と
し
て
、
日
清
講
和
条
約
締
結
後

の
五
月
五
日

日
曜
日
に
行
わ
れ
た
日
台

の
信
徒
大
親
睦
会

に
お
い
て
、
日
疋
信
亮
が
澎
湖
の

信
徒
三
〇
名
と
日
本
人
二
〇
名
を
前
に
行

っ
た
演
説
を
見

て
み
た
い
。

日
疋
に
よ
る
と
、
日
本
が
日
清
戦
争
に
お
い
て
勝
利
を
得
た
の
は

二

九
世

紀
下
半
の
文
明
大
潮
流
に
棹
し
て
後
れ
ず
、
善
を
取
り
悪
を
捨
て
、
…
…
而
し

て
後

に
国
民

の

一
致
」
が
得
ら
れ
た
た
め
で
あ
る
。
そ
こ
で
台
湾

(澎
湖
)
人

民
は
清
国
を
見
習
う
こ
と
な
く
、
「大

い
に
新
文
明
に
生
活
す

る
の
覚
悟
」
を

持

っ
て
も
ら
い
た
い
。
し
か
し
日
本

の
文
明
も
完
全
な
わ
け
で
は
な
く
未
だ
発

展
中
で
あ
る
。
澎
湖

の
住
民
は
、
武
力
占
領

に
よ

っ
て

一
時
は
苦
境
に
陥

っ
た

か
も
し
れ
な

い
が
、
「
不
幸

の
後
に
来
る
べ
き
は
幸
福
」
で
あ
り
、
「皇
軍
」
は

「博
愛

一
視
同
仁
」
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
下
に

「
意
を
安
ん
じ
て
」
ほ
し
い
。

最
後

に

「余
等
主

に
あ

る
の
友
此
地

に
卿
等

と
相
会
す
幸
大
な
り
と
云
ふ
べ

　
お
　

し
」
と
締
め
く
く
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
、

い
さ
さ
か

一
方
的
な
日
疋
の
演
説
に
対
し
、
澎
湖
信
徒

は
驚
く
べ
き

こ
と

に
、
「男
女
老
若
を
問
わ
ず
総
起
立
し
て
日
本
人
の
博
愛
を
説
き
て
止
ま
」

な
か

っ
た
、
と
肯
定
的
な
反
応
を
示
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
果
た
し
て
演
説
の
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植民地支 配、キ リス ト教、そ して異文化交流

内
容
が
伝
わ

っ
た
結
果
で
あ

っ
た
の
か
、
疑
問
を
感
じ
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

一

方
、
答
辞
を
述

べ
た
許
廷
芳

は
、
「
我
等
信

徒
少
数

に
し
て
力

た
ら
ず
、
先
生

大
人
等

の
助
力
を
得
て
大
に
本
島

の
為
め
に
働
」
き
た
い
と
、
澎
湖

の
伝
道

に

お
け
る
主
役
は
あ
く
ま
で
も
澎
湖
信
徒
自
身
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し

つ
つ
、
日

　ほ
　

疋
の
言
葉
に
多
少
距
離
を
お
く
形
で
、
日
本
軍
人
信
徒

の
協
力
を
要
請
し
た
。

澎
湖
人
民
は
文
明
的
な

「皇
帝
」

の
博
愛

の
も
と
に

「安
ん
じ
て
」
い
れ
ば
良

い
、
と
い
う
日
疋
の
消
極
的
理
解

に
対
し

て
、
日
本
軍

の
政
治
的
優
位
性
を
澎

湖
信
徒
お
よ
び
教
会
の
活
動

に
利
益
を
も

た
ら
す
も

の
と
し
て
、
あ
る
種
積
極

的
に
受
け
と
め
た
許
廷
芳

の
理
解

の
間
に
は
、
明
ら
か
な
隔
た
り
が
見
ら
れ
る
。

後
述
す
る
よ
う
に
、
両
者
は
表
面
的
に
は
相

互
に
意
志
を
伝
達

し
て
い
る
よ
う

に
見
え
る
が
、
深
層

に
お
い
て
は
完
全
に

「擦
れ
違
」

っ
て
い
た
の
だ
と
い
え

る
。日

本
軍
人
の
文
明
主
義
的
意
識
を
示
す

い
ま

一
つ
の
興
味
深

い
例
と
し
て
、

澎
湖
駐
在

の
日
本
人
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
将
校
が

E
P
M
宣
教
師
バ

ー
ク
レ
ー
宛

に

送
付

し
、
英
国
長
老
教
会
機
関
誌

『
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
』
に
掲
載
さ
れ
た
書
信

　　
　

が

あ

る
。

以

下

、

そ

の

一
部

を

引

用

す

る
。馬

公

一
八

九

五

年

五
月

一
二

日

親

愛

な

る

、.勺
鋤

↓
o
げ
ヨ

鋤
.、
(
バ

ー
ク

レ
ー
氏

の
中
国

名
)

牧

師

殿

貴

方

の

こ

と

を

許

廷

芳

氏

よ

り

お

聞

き

し

、

こ

の
手

紙

を

送

り

ま

す

。

私

は

日

本

軍

の
若

い
将

校

(
予

備
役

)

で

す

。

東

京

青

山

の

メ

ソ
ヂ

ス

ト

高
等
学
校

[青
山
学
院
高
等
普
通
学
部
]

で
教
育
を
受
け
、
数
年
前

ク
リ

ス
チ
ャ
ン
に
な

っ
た
主
に
あ
る
貴
方

の
兄
弟

で
す
。
こ
の
戦
争

の
勃
発

は

遺
憾

に
た
え
ま
せ
ん
が
、
私
た
ち
が
戦
う
こ
と
は
必
然

の
結
果
で
し
た
。

こ
の
戦
争

に
は
、
東
洋
の
国

々
が
古
い
文
明
を
捨
て
去
り
、
新
し
い
精
神

的
な
文
明
を
吸
収
す
る
に
至
る
神

の
導
き
が
働

い
て
い
る
こ
と
を
、
私
は

信
じ
て
い
ま
す
。
私
は
日
本
に
与
え
ら
れ
た
神
聖
な
使
命
を
確
信
し
て
お

り
、
己

の
義
務
を
果
た
す
た
め
こ
の
戦
争
に
従
軍
し
ま
し
た
。

今
や
戦
闘

は
終
結
し
、
私
た
ち
は
澎
湖
に
お
り
ま
す
。
先

の
こ
と
は
わ

か
り
ま
せ
ん
が
、
今
は
現
地
の
漢
人
信
徒
を
助
け
る
こ
と
に
尽
力
し
て
い

ま
す
。
彼
ら
は
私
た
ち
と
共

に
..い
Φ
Φ
勺
巴

↓
9p
σq
..
(チ
ャ
ペ
ル
の
中
国

語
)
[礼
拝
堂
]
に
お
い
て
日
曜
礼
拝
を
守

っ
て
い
ま
す
。

当
支
隊
に
ク
リ
ス
チ
ャ
ソ
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
主
の
偉
大
な
る
真

理
が
、
世
界

の
中

の
こ
の
地
に
お
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
中
国
及
び
隣
国

地
域

の
暗
闇
を
照
ら
し
、
神

の
国
の
到
来
を
早
め
る
こ
と
を
、
主

の
御
名

の
下
に

一
つ
に
集
ま

っ
て
切
に
祈

っ
て
い
る
の
で
す
。
…
…

(中
略
)

…
…
東
洋

に
は
新
時
代
が
到
来
し
、
神
を
信
じ
る
我

々
に
は
偉
大
な
使

命
が
待

っ
て
い
る
。

主
に
あ
り
て

×
×
将
校

([

]
内
は
翻
訳
引
用
者
に
よ
る
補
足
)
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こ
の
、
使
命
感
に
満
ち
た
メ
ソ
ジ
ス
ト
派

の
将
校

は
、
日
清
戦
争
が

「東
洋

の
国

々
が
古

い
文
明
を
捨

て
去
り
、
新
し
い
精
神
的
な
文
明
を
吸
収
す
る
に
至

る
」
た
め
の

「聖
戦
」

で
あ
り
、
従
軍
は

「
己
の
義
務
を
果
た
す
」
こ
と
だ
と

信
じ
て
疑
わ
な
か

っ
た
。
当
時

の
日
本
キ
リ
ス
ト
教
界
に
お
け
る
日
清
戦
争
理

解

の
典
型
と
い
え
る
。

こ
の
書
信
を
通
し
て
、
日
本
軍
人
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
の
最
初
の
出
会

い
を
経

験
し
た
宣
教
師
.バ
ー
ク
レ
ー
は

「も
し
も
日
本
人

の
多
く
が
こ
の
よ
う
な
精
神

で
戦

っ
て
い
た
の
な
ら
、
中
国
人
が
彼
ら
の
前
に
敗
北
し
た
の
も
不
思
議
で
は

な
い
」
と
肯
定
的
に
反
応
、
『
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
』
誌
編
集
者
も
、
「
雄

々
し
く

愛
国
的
且

つ
敬
虔
で
あ
る
」
と
書
信

の
内
容
を
評
価

し
て
い
る
。
「
異
教
」
と

し
て
の
日
本

に
は
懐
疑
的

で
も
、
「
キ
リ

ス
ト
教
-
文
明
-
帝
国
主
義
」
を
標

榜
す
る
日
本
に
対
し
て
は
批
判

の
視
座
を
も
た
な
い
英
国
長
老
教
会

の
立
場
が
、

120

.



植民地支 配、キ リス ト教、 そして異文化交流

こ
こ
に
示
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
「
文
明
国
」
日
本

の
キ
リ

ス
ト
教
徒
と
し
て
の
ナ
イ
ー
ブ
な

優
越
意
識
、
及
び
戦
勝
者
と

い
う
政
治
的
優
位
性
に
よ

っ
て
自
己
規
定
し
て
い

た
日
本
人
信
徒
に
対
し
、
澎
湖
信
徒
側
は
、
上
記
の
日
疋
の
演
説

へ
の
反
応
か

ら
も
見
て
取
れ
る
よ
う
に
無
条
件

に
好
意
的
と
も
取
れ
る
態
度
で
対
応
し
た
。

或
い
は
、
岡
田
や
日
疋
ら
が
礼
拝
堂
返
還

や
教
会
保
護

の
た
め
に
便
宜
を
は
か

っ
て
く
れ
た
こ
と
に
恩
義
を
感
じ
て
の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
日
本
側

の
信
徒

が
、
白
話

ロ
ー
マ
字
表
記
の
聖
書
や
賛
美
歌
に
関
心
を
示
し
、
そ
の
購
入
を
希

　お
　

望
し
た
こ
と
に
対
し
て
も
、
許
廷
芳
を
含

め
澎
湖

の
信
徒
ら
は
、
自
ら
は
生
活

の
困
難
や
教
会
の
物
資
不
足
に
悩
ま
さ
れ

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
E
P
M

　
お
　

本
部
に
日
本
人
信
徒

の
た
め
に
聖
書
や
賛
美
歌
を
要
請
し
て
い
た
。

確
か
に
、
澎
湖
住
民

の
大
多
数
が
、
日
本
軍
関
係
者
に
よ
る
被
害
を
受
け
て

　れ
　

否
定
的
感
情

に
支
配
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
馬
公
教
会
関
係
者
が
日

本
軍
中

の
キ
リ

ス
ト
教
徒

の
協
力
に
よ

っ
て
保
護
さ
れ
、
両
者

の
間
で
信
頼

に

基
づ
く
親
交
関
係
が
築
か
れ
た
の
は
、
キ

リ
ス
ト
教
信
仰
と
い
う
共
通

の
要
素

な
し
に
は
起
こ
り
得
な
か

っ
た
出
来
事

で
は
あ

っ
た
。
そ
の
よ
う
な
側
面
を
認

め
つ
つ
も
、
澎
湖
信
徒
が
明
ら
か
に
援
助

を
必
要
と
す
る
苦
境

に
陥

っ
た
の
は
、

日
本
軍
そ
の
も
の
に
よ

っ
て
で
あ

っ
た
こ
と
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
日
本
人
信
徒

の

「
協
力
」
を
受
け
た
澎
湖
側
が

「感
謝
」

す
る
と
い
う
上
下
構
造
が
日
本
人

側

に
よ

っ
て
規
定
さ
れ
、
さ
ら
に
澎
湖
住

民
が
そ
れ
を
甘
ん
じ
て
受
け
入
れ
て

い
た
こ
と
を
見
る
と
き
、
両
者

の
関
係
は
キ
リ
ス
ト
教
を
媒
介
と
す
る
も

の
で

あ
り
な
が
ら
も
、
不
均
衡
な
政
治
的
力
関
係

に
強
く
支
配
さ
れ
て
い
た
と
指
摘

せ
ざ
る
を
得
な

い
。

こ
の

「
関
係

の
不
均
衡
さ
」
が
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
の
が
、
五
月

二
日
木

曜
日
、
日
本
人
信
徒
が
日
清
戦
争
勝
利
に
対
す
る

「感
謝
会
」
を
馬
公
教
会

に

お
い
て
挙
行
し
た
後

に
、
澎
湖
信
徒

二
〇
余
名
と
共
に
教
会
堂
の
前
で
行

っ
た

　
　
　

記

念

撮

影

で
あ

る
。

な
ぜ

澎

湖

信

徒

と

共

に
写

す

必

要

が

あ

っ
た

か
。

上

述

の

ク

リ

ス

チ

ャ

ン
将

校

は
書

信

で

「
両

国

民

(σ
O
什げ

コ
餌
菖
O
】P
①
一一叶
一Φ
ω
)
」

の

キ

リ

　　
　

ス
ト
教
徒

に
よ
る
記
念
撮
影
と
述
べ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
こ
の
撮
影
は
、

日

本
人
が
戦
勝
者
、
澎
湖
住
民
が
敗
北
者
と
、
日
本
人
が
統
治
者
、
澎
湖
住
民
が

被
統
治
者
と
、
さ
ら
に
両
者
が
同
じ
国
家
に
属
す
る
国
民
で
あ
る
と
規
定
さ
れ

た
こ
と
を
、
象
徴
的
に

「
記
念
」
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
文
明
の

「義
」
を
信
じ
、
日
清
戦
争
勝
利
を

「感
謝
」
し
て
い
た
日
本
人
キ
リ
ス
ト
教

徒

に
と

っ
て
、
日
清
講
和
条
約
締
結
を
経
て
台
湾
及
び
澎
湖
が
正
式
に
割
譲
さ

れ
た
と

い
う

こ
と

は
、
両
キ
リ

ス
ト
教
徒
間

の
関
係

を
構
築
す

る
上

で

の

「義
」
な
る
政
治
的
前
提
だ

っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
も
う

一
方

の
澎
湖
側
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
撮
影
は
、
今
後

の
統
治

に

お
い
て
日
本
人
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
何
ら
か
の
意
味

で
自
分
達
に
利
益
を
も
た
ら

す
こ
と
を
保
証
す
る

「
し
る
し
」
だ

っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
日
本
人
キ

リ
ス
ト
教
徒

へ
の
好
意
的
な
態
度
に
も
、
清
朝
を
近
代
文
明
の
力
で
圧
倒
し
た

日
本
と
い
う
新
た
な
支
配
者

の
到
来
に
際
し
、
た
と
え

「感
謝
」
す
る
側
に
下

っ
た
と
し
て
も
、
「
キ
リ

ス
ト
教
」
と
い
う
共
通
項
を
通
し
て
統
治
民
族
と

の
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関
係
を
築

い
て
お
く
こ
と
に
よ
り
、
将
来
的
な
保
証
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
政

治
的
知
慮
が
、
全
く
働

い
て
な
か

っ
た
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
。
そ
の
よ
う

に

考
え
る
と
、
日
本
人
-
澎
湖

(台
湾
)
信
徒

の
関
係

は
、
あ

か
ら
さ
ま
に

「
不

均
衡
」
で
あ

っ
た
の
み
な
ら
ず
、
両
者

の
思
惑
が
相
互
に
噛
み
合
わ
ず
に
存
在

　
　
　

す
る
と

い
う
、
「擦
れ
違

い
」
と
い
う
側
面

を
も
有
し
て
い
た
と

い
え
る
。

両
者

の
交
流
に
関
す
る
報
告
記
事
を

『基
督
教
新
聞
』
に
書
き
送

っ
て
い
た

浅
野
源

二
郎

(翻
訳
官
、
日
本
組
合
基
督
教
会
信
徒
)
は
、
澎
湖
信
徒
と
の
出
会

い
に
際
し
、
最
初
は
宣
教
師
の
伝
道

の
働
き

に
感
銘
を
受
け
て
い
た
が
、
現
地

信
徒
が
清
朝

へ
の

「
国
家
愛
」
を
持
た
ず
む
し
ろ
国
姓
爺

(鄭
成
功
)
を
慕

っ

て
い
る
こ
と
を
知
る
に
つ
れ
、
「
島
民

の
精
神

の
発
暢
」

の
た
め
に
キ
リ
ス
ト

教
信
仰
と
共
に

「忠
臣
愛
国
の
心
」
を
教
え

な
い
宣
教
師
に
、
不
満
を
感
じ
る

　
ハ
　

よ
う

に
な

っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
清
王
朝

に
よ
る

「封
建
的
家
族
的
」
統

治
を
受
け
て
き
た
人
民
に
対
し
、
明
治
維
新
以
降

の
日
本
人
同
様

の

「愛
国

　れ
　

心
」
を
要
求
す
る
の
は
、
確
か
に
筋
違

い
で
あ

っ
た
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の

浅
野

の
指
摘
は
、
い
み
じ
く
も
、
澎
湖

(台
湾
)
i
日
本
人
信
徒
間

の

「擦
れ

違

い
」

の
本
質
を
突
い
て
い
る
と
も
い
え
る
。
そ
れ
は
、
天
皇
制
を
通
し

「国

家
」
を
絶
対
的
服
従
の
対
象
と
す
る
日
本
人
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
メ
ン
タ
リ
テ
ィ

ー
と
、
移
り
変
わ
る
統
治
者
を
甘
受
し
つ
つ
、
そ
の

「
国
家
」
体
制
か
ら
権
益

を
受
け
よ
う
と
す
る
、
台
湾

(澎
湖
)
キ
リ

ス
ト
教
徒

の
そ
れ
、
の
決
定
的
差

異
か
ら
く
る
も
の
で
あ

っ
た
。
こ
の
背
景
と

し
て
、
士
族
を
中
心
と
す
る

エ
リ

ー
ト
層
に
よ

っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
明
治
初
期
の
日
本
人
キ
リ
ス
ト
教
徒

の
極

め
て
国
家
主
義
的
な
性
格
、
そ
れ
に
対
し
て
、
台
湾
人
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
主

に

非
知
識
階
級

の
漢
族
や
民
族
的

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
で
あ
る
平
埔
族
に
よ

っ
て
構
成

さ
れ
、
例
え
ぽ
台
湾
民
主
国
を
標
榜
し
た
漢
族
系
台
湾
人

エ
リ
ー
ト
と
も

一
線

を
画
す
存
在

で
あ

っ
た
こ
と
、
な
ど
も
考
慮
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
し
か

し
、
こ
の
差
異
の
分
析

に
関
し
て
は
、
別
稿
に
ゆ
ず
る
こ
と
と
し
た
い
。

三

従
軍
慰
問
使
と
台
湾
キ
リ
ス
ト
教
界

以
上

の
よ
う
に
、
占
領
の
過
程

で
日
本
軍
が
住
民
の
抵
抗
を
ほ
と
ん
ど
受
け

ず
、
軍

の
駐
在
期
間
が
ほ
ぼ
平
穏

に
経
過
し
た
澎
湖
に
お
い
て
、
現
地
住
民
-

日
本
軍
人
キ
リ
ス
ト
教
徒
間

の
交
流
が
見
ら
れ
た
の
に
対
し
、
抗
日
武
力
活
動

の
盛
ん
だ

っ
た
台
湾
本
島
に
お
い
て
は
、
日
本
軍
と
現
地
住
民
、
現
地
住
民
と

現
地
キ
リ
ス
ト
教
徒
、
日
本
軍
と
現
地
キ
リ
ス
ト
教
徒
間

の
関
係
が
極
度

に
緊

張
し
、
日
本
軍
人
キ
リ

ス
ト
教
徒
と
台
湾
教
会
と
が
容
易

に
接
触
で
き
る
状
況

　
お
　

で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
日
本

の
戦
時
軍
人
慰
労
会
に
よ

っ
て
既
に

　　
　

一
八
九
五
年
五
月
頃
決
定
さ
れ
て
い
た
台
湾

へ
の
従
軍
慰
問
使
派
遣
が
、
候
補

　
お
　

者

の
絞
り
込
み
や
大
本
営

へ
の
派
遣
出
願
な
ど
を
経
て
実
現
し
、
日
本
基
督
教

ひ
さ
し

会

の
細

川

瀏

、

日

本

バ

プ

テ

ス

ト
教

会

の
吉

川

龜

、

そ

し

て

日
本

メ

ソ
ヂ

ス
ト

　　
　

教
会

の
武
田
芳
三
郎
の
三
名
が
、

一
〇
月
四
日
に
台
湾
基
隆
に
到
着
し
、
そ
れ

ぞ
れ

一
一
月
末
よ
り

一
二
月
末
ま
で
台
湾

に
滞
在
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。

従
軍
慰
問
使
渡
台

の
目
的

は
、
第

一
に
在
台
日
本
軍
の
慰
問
で
あ
り
、

一
1

二
ヶ
月
間
に
亘
る
台
湾
滞
在

の
大
方
は
、
各
兵
站
駐
在
の
諸
隊
訪
問
、
病
院
訪
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問
、
慰
問
状

の
贈
呈
、
慰
問

の
辞
を
呈
す
こ
と
、
慰
問
演
説
、
な
ど
の
活
動

に

費
や
さ
れ
た
。
し
か
し
台
湾
キ
リ
ス
ト
教

界
に
と

っ
て
日
本
の
教
会
を
代
表
す

る
存
在
で
も
あ
る
彼
ら
は
、
慰
問
活
動

の
傍
ら
在
台
宣
教
師
、
台
湾
人
伝
道
者

や
有
力
信
徒
ら
の
歓
待
を
受
け
、
現
地
教

会
と
の
交
流
を
持

つ
機
会
を
得
た
。

中
で
も
細
川
瀏
は
バ
ー
ク
レ
ー
夫
妻
と
個

人
的
に
親
交
を
深
め
、
共
に
南
部
台

湾

の
伝
道
拠
点
を
訪
問
し
た
ほ
か
、
単
独

で
も
精
力
的

に
現
地
教
会
と
の
接
触

を
は
か
る
こ
と
に
よ
り
、
日
本
お
よ
び
台

湾
キ
リ
ス
ト
教
界
の
橋
渡
し
役
と
も

い
え
る
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。
こ
う

し
た
台
日

(含
ミ
ヅ
シ
・
ン
)
双
方

の
聖
職
者

の
仲
介
を
通
し
て
台
日
信
徒
交

流
の
場
も
生
ま
れ
、
こ
れ
ら
の
聖
職

者
同
士
、
及
び
聖
職
者
を
通
じ
て
の
信
徒

間
交
流
は
、
そ
の
後

の
台
日
両
教
会

間

の
正
式
な
関
係
構
築

の
起
点
と
な

っ
て
い
っ
た
。

以
下
、
細
川
の
行
動
に
焦
点
を
当
て
、
台
湾
キ
リ
ス
ト
教
界
と
の
交
流

の
軌

跡
を
追
う
と
共
に
、
そ
の
意
義
と
問
題
性
と
を
検
討
し
た
い
。

細
川
は

一
〇
月
四
日
の
台
湾
到
着
後
、
武
田
及
び
吉
川
ら
と
分
か
れ
、
南
進

　
り
　

軍

に
随
従
し
て
日
疋
信
亮
と
共
に
澎
湖

へ
渡

っ
た
。
枋
寮

よ
り
東
港
を
経
て

一

〇
月
二
八
日
台
南
に
至
り
、
武
田
ら
と

一
時
合
流
。
そ
の
晩
病

に
倒
れ
、
看
病

を
受
け
る
た
め
バ
ー
ク
レ
ー
宅
に
約

二
週
間
滞
在
、
そ
の
間
台
南

に
お
け
る
キ

リ
ス
ト
教

の
諸
集
会
に
参
加
し
た
。
海
路

で
北
上
し
た
武
田
ら
と
再
び
分
か
れ
、

バ
ー
ク
レ
ー
夫
妻

の
南
部
教
会
巡
回
旅
行

に
同
行
し
て
陸
路
で
北
上
。
日
本
軍

の
慰
問
に
当
た
る
傍
ら
、
牛
担
湾
、
嘉
義

、
雲
林
、
彰
化
、
岸
裡
大
社
各
地

の

　
お
　

教
会
を
訪
問
し
、
岸
裡
大
社
教
会
で
は
二
名
に
洗
礼
を
授
け
て
い
る
。
バ
ー
ク

レ
ー
と
別
れ
た
後
、
新
竹
を
経
由
し
て

一
一
月
二
八
日
台
北

へ
。
李
春
生
や

マ

ッ
カ
イ
ら
と
知
り
合
い
、

一
二
月

一
八
日
基
隆
よ
り
台
湾
を
離
れ
た
。

細
川
の
行
動

の
特
徴
は
、
行
く
先

々
で
現
地
教
会

に
足
を
踏
み
入
れ
、
筆
談

や
英
語
を
用

い
て
積
極
的

に
教
会
関
係
者
と
交
流
し
よ
う
と
す
る
意
志
と
、
必

要
と
あ
れ
ば
慰
問
使
と

い
う
立
場
を
利
用
し
て
、
現
地
教
会
の
た
め
に
統
治
当

局
と
交
渉
し
、
助
力
を
惜
し
ま
な
い
精
神

に
あ

っ
た
。
台
湾
教
会

の
た
め
に
便

宜
を
は
か
っ
た
最
初
の
例
は
、
日
本
軍

の
道
案
内
を
命
じ
ら
れ
て
窮
地
に
陥

っ

て
い
た
馬
公
教
会
伝
道
者
林
赤
馬
を
、
そ
の
任
務
か
ら
外
す
た
め
の
軍
と

の
交

渉

で
あ

っ
た
が
、
こ
れ
は
力
及
ば
ず
、
数
日
後
に
麻
荳
事
件
が
引
き
起
こ
さ
れ

　の
　

る
結
果
と
な

っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
以
降
は
大
方

に
お
い
て
功
を
奏
し
、
東
港

　　
　

で
は
信
徒
が
自
由
に
礼
拝
を
挙
行
で
き
る
よ
う
に
取
り
は
か
ら

い
、
台
南
で
は
、

バ
ー
ク
レ
ー
に
助
け
を
求
め
に
来
た
木
柵
平
埔
族
信
徒

の
窮
状
を
乃
木
に
陳
情

　　
　

　お
　

し
て
解
決
し
、
新
竹
で
は
反
乱
者
と
し
て
密
告
さ
れ
た
信
徒
を
救
済
し
た
ほ
か
、

　
　
　

麻
荳
事
件
及
び
打
猫
事
件
の
善
後
策
の
要
請
、
宣
教
師
巡
回
旅
行
の
た
め
の
旅

　ゆ
　

　
　
　

行
免
状

の
申
請
、
宣
教
師

の
総
督
会
見

の
交
渉
、
な
ど
の
方
面
で
も
尽
力
し
た
。

細
川
は
ま
た
、
日
疋

の
協
力
も
あ

っ
て
、
自
身
が

い
わ
ぽ

コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ

ー
と
な

っ
て
軍
人
及
び
民
間
日
本
人
キ
リ

ス
ト
教
徒
を
動
員
し
、
日
本
人
対
象

の
礼
拝
を
司
る
と
共
に
、
台
湾
教
会
信
徒
と
の
合
同
の
集
会
や
交
流
の
機
会
を

催
し
た
。

台
南
に
お
け
る

一
一
月

一
〇
日
の
日
曜
礼
拝
で
は
、
約

一
〇
〇
名
の
礼
拝
出

席
者
中
、
「
日
疋
監
督
補
、
原
田
軍
吏
、
久
来
島
上
等
兵
、
関
西
学
院
生
徒
岡
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某
氏
外
に
信
徒
の
兵
士

一
名
」
及
び
細
川
を
入
れ
た
六
名
も

の
日
本
人
キ
リ
ス

ト
教
徒
が
参
加
し
た
。
日
疋
は
礼
拝
後

に
日
本
人
出
席
者
を
代
表
し
て
所
感
を

述
べ
た
が
、
そ
れ
は
細
川
が
英
語
に
、
バ
ー
ク
レ
ー
が
台
湾
語

に
訳
す
と
い
う

　　
　

形
で
、
現
地
信
徒
に
伝
達
さ
れ
た
。
翌
週
日
曜
日
の

一
一
月

一
七
日
に
は
、
嘉

義
教
会
で
通
常

の
日
曜
礼
拝
の
後
に
日
本
人

の
た
め
の
礼
拝
が
執
り
行
わ
れ
た
。

会
衆
五
〇
1
六
〇
名

の
内
、
細
川
を
含

め
て
七
名

の
日
本
人
が
参
加
し
て
い
た

　
れ
　

た
め
で
あ

っ
た
。

日
本
人
が
多
く
滞
在
す
る
台
北
に
到
着
し

て
以
降

は
、
さ
ら
に
積
極
的

に
日

本
人
を
動
員
し
て
礼
拝
や
祈
疇
会
を
行

っ
た
。

一
二
月

一
日
日
曜
日
の
午
後
は
、

大
稲
埋
教
会

に
お
い
て
日
本
人
礼
拝
を
挙
行

し
た
が
、
見
物

の
た
め
に
来
た
台

湾
人
六
〇
ー
七
〇
名

に
対
し
日
本
人

の
集

会
参
加
者
は

一
〇
名

に
過
ぎ
ず
、

　　
　

「甚
だ
物
足
ら
ぬ
心
地
を
催
ほ
さ
し
め
ら
れ
た
り
」
と
不
満

で
あ

っ
た
。

一
二
月
四
日
に
は
、
日
台
信
徒
合
同
の
祈
疇
会
を
開
く
べ
く
、
入
院
中

の
信

徒
大
友
安
吉
、
北
門
街

の
手
塚
八
百
吉
、
兵
站
監
部

の
日
疋
及
び
原
田
、
総
督

府
内

の
中
田
徳
太
郎
及
び
田
崎
鋼
太
郎
ら
に
声
を
掛
け
、
初
対
面
の
マ
ッ
カ
イ

と
協
力
し
て
、
艦
艀
教
会

に
お
い
て
合
同
祈
疇
会
を
実
現
さ
せ
た
。
参
加
者
は

　
　
　

台
湾
人

=
二
〇
i

一
四
〇
名
に
対
し
日
本
人

=
ニ
ー

一
四
名
で
あ

っ
た
。
さ
ら

に
八
日
日
曜
日
、
同
教
会

に
お
い
て
午
後
日
本
人
礼
拝
を
司

っ
た
が
、
こ
れ
に

は
原
田
、
郷
軍
吏

の
ほ
か
に
約
二
〇
名

の
日
本
人
、
そ
し
て
四
〇
1
五
〇
名

の

　
　
　

台
湾
人
が
出
席
し
た
。
こ
う
し
て
、
艦
艀
教
会
に
お
い
て
二
度

に
亘
り
日
本
人

対
象

の
集
会
を
開

い
た
こ
と
は
、
後

に
台
北

に
お
け
る
日
本
人
信
徒
が
独
自

に

教
会
を
設
立
す
る
ま
で
の
間
、

マ
ッ
カ
イ
に
協
力
を
依
頼
し
た
り
、
艦
胛
教
会

を
借
り
て
礼
拝
を
行
う
き

っ
か
け
を
作

っ
た
。

さ
ら
に
細
川
は
、
在
台

ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
同
じ
長
老
派
で
あ
る
日
本
基
督
教
会

の
牧
師
と
し
て
、
在
台
宣
教
師
及
び
現
地
教
会
に
対
し
て
日
本

の
教
会
を
代
表

す
る
存
在
で
も
あ

っ
た
。
嘉
義
教
会
執
事
か
ら
日
本
教
会
に
贈
ら
れ
た
挨
拶
は
、

　れ
　

帰
国
後
に
各
地
の
演
説
会
で
伝
達
さ
れ
、
岸
裡
大
社
教
会
の
会
衆
か
ら
託
さ
れ

た
日
本
基
督
教
会
宛
書
信
は
戦
時
軍
人
慰
労
会
に
交
付
、
後
に

『福
音
新
報
』

　　
　

に
掲
載
さ
れ
た
。
ま
た
、
細
川
の
日
本
基
督
教
会

に
対
す
る
報
告
は
、
台
湾

の

キ
リ
ス
ト
教
事
情
や
日
本
人
伝
道

の
必
要
性
に
関
す
る
的
確
な
判
断
を
与
え
、

日
本
基
督
教
会
が
他
教
会

に
先
駆
け

て
在
台
日
本
人
伝
道
に
着
手
す
る

一
因
と

な

っ
た
。

最
後
に
、
細
川
と
バ
ー
ク
レ
ー
及
び
李
春
生
と
の
友
情
に
も
触
れ
る
べ
き

で

あ
ろ
う
。

一
〇
月
二
八
日
午
後
、
初
め
て
バ
ー
ク
レ
ー
夫
妻
を
台
南
に
訪
ね
、

　
お
　

「実

に
も
気
高
き
親
切
な
人
々
よ
」
と
の
好
印
象
を
抱
い
た
細
川
は
、
病

に
倒

れ
夫
人

の
看
病
を
受
け
る
と
い
う

い
き
さ

つ
が
き

っ
か
け
で
、
夫
妻
と

の
親
交

を
深
め
る
こ
と
と
な

っ
た
。

一
一
月

=

一日
-

二
四
日
に
は
バ
ー
ク
レ
i
夫
妻

に
同
伴
し
て
台
湾
を
北
上
し
た
が
、
そ
れ
は

「実

に
幸
福
な
る
旅
路
」
で
あ
り
、

「父
母
骨
肉
と
別
る
x
が
如
き
離
愁
」
を
も

っ
て
別
れ
た
と
、
細
川
は
述
懐
し

　
が
　

て
い
る
。
バ

ー
ク
レ
i
夫
妻

の
側
で
も
、
細
川
が
自
宅
で
療
養
し
た
こ
と
や
旅

行
を
共
に
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
「彼

の
滞
在
を
大
い
に
楽
し
ん
だ
」
「非
常

に

　あ
　

気
持
ち
の
よ
い
同
伴
者
で
あ

っ
た
」
と
の
好
印
象
を
持

っ
た
。
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植民地 支配、 キ リス ト教、 そして異文化交 流

細
川
は
ま
た
、
台
北
で
は

一
一
月
三
〇

日
に
李
春
生

の
家
を
訪
ね
、
「実

に

円
熟

せ
る
ク
リ
ス
チ
ア
ン
に
て

一
見
人
を
し
て
高
徳

の
紳
士
た
る
を
感
ぜ
し
む

　　
　

る
の
人
格
者
」
と
の
印
象
を
抱
き
、
そ
の
後

三
度

に
亘

っ
て
彼
を
訪
問
し
た
。

特

に
李
邸
の
昼
食

に
招
か
れ
て
優
遇
歓
待

を
受
け
た

一
二
月

一
〇
日
に
は
、
李

ク
リ
ス
チ
ヤ
ン
ヂ

エ
ン
ツ
ル
マ
ン

の
人
と
な
り
を
深
く
知

る
機
会
を
得
、
「基

督
教
的
紳
士
と
し
て
、
富
豪
な
る

市
民
と
し
て
俗
界

の
為
に
も
霊
界
の
為

に
も
寄
与
貢
献
す
る
所
甚
少
な
ら
ざ
る

好

々
爺
」
で
あ
る
と
評
し
て
い
る
。

バ
ー
ク
レ
ー
や
李
春
生

に
加
え

マ
ッ
カ
イ
宣
教
師
な
ど
、
細
川
と
交
流
を
持

っ
た
在
台
聖
職
者
や
信
徒
は
、
後
に
日
本

基
督
教
会
が
在
台
日
本
人
伝
道
に
着

手
し
た
際
に
好
意
的
に
支
援
を
提
供
し
た
。
細
川
が

一
慰
問
使

の
立
場
を
超
え

て
、
宣
教
師
や
台
湾
人
信
徒
ら
と
の
異
文

化
交
流
に
お
い
て
優
れ
た
手
腕
を
発

揮
し
、
積
極
的

に
個
人
的
な
親
交
関
係
を
構
築
し
た
結
果
と
評
価

で
き
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
な
細
川
の
行
動
か
ら
は
、
台
湾

は
、
支
配
や
教
化

の
対
象
で
あ
る

「植
民
地
」
と

い
う
よ
り
も
、
親
睦
や
交
流

の
対
象
と
し
て
の
単
な
る
異
文
化

領
域

で
あ
る
か
の
よ
う
に
と
の
イ
メ
ー
ジ

の
方
が
強
く
感
じ
ら
れ
る
。
し
か
し
、

細
川
を
含
む
慰
問
使
ら
が
、
台
湾
で
配
布

し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
慰
問
状

「軍

人
諸
君
に
呈
す
る
書
」
に
は
、
軍
人
慰
問

と
い
う
行
為
が
ま
さ
に

「
優
越
-
劣

等
」
「文
明
-
野
蛮
」
「支
配
-
被
支
配
」

の
意
識
と
切
り
離
せ
な
い
性
質

の
も

　
め
　

の
で
あ

っ
た
こ
と
が
、
如
実

に
示
さ
れ
て

い
る
。

そ
の
内
容
を
見
る
と
、
ま
ず
天
皇
が
日
清

戦
争
を
正
当
化

し
意
味
を
与
え
る

「叡
聖
文
武
」
な
存
在
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
上

で
、
日
本
軍

は
国

に
実
際
上

の
勝
利
を
も
た
ら
し
た

「忠
実
」
且
つ

「
勇
武
」
な
存
在
、
台
湾
人

は
日
本
軍
を
て
こ
ず
ら
せ
る

「猖
獗
」
且

つ

「獰
猛
」
な

「
釜
中

の
魚
」
、
そ

し
て
台
湾
は

「
炎
熱
は
恰
も
燬
る
が
如
く
、
風
土
固
有

の
疫
病
も
亦
た
殆
ど
耐

え
難
」

い

「艱
難
辛
苦
」
を
も
た
ら
す

「
未
開
な
る
蛮
地
」
と
、
規
定
さ
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
「正
義
」
「文
明
」
と
し
て
の
天
皇
及
び
日
本
軍
と
、
そ
れ
に
抵
抗

す
る

「未
開
」

の
台
湾
人
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
背
後

に
は
、
日
清
戦
争
が

「文
明
」
に
よ
る

「
野
蛮
」

の
征
服
を
目
的

と
し
た

「義
戦
」

で
あ
る
と
い
う
、
当
時

の
日
本
キ
リ
ス
ト
教
界

に
お
け
る

一

般
的
理
解
が
あ

る
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、
台
湾

の

「猖
獗
」
さ
や

「
獰
猛
」
さ

が

「
清
兵

の
比
に
あ
ら
ず
」
と
ま
で
強
調
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
台
湾
制
圧

に

お
け
る
日
本
軍

の
正
当
性
が

一
層
浮
き
彫
り
に
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
慰
問
状

の
精
神
が
細
川
個
人
に
も
浸
透
し
て
い
た
こ
と
は
、

一

八
九
五
年
三
月
の
北
白
川
宮
能
仁
出
征
見
送
り

の
際
、
名
古
屋

の
キ
リ
ス
ト
教

徒
を
代
表
し
て
細
川
が
奉
読
し
た
と
さ
れ
る
文
章
に
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
。

…
…
抑
も
此
の
征
清

の
挙
た
る
所
謂
文
明

の
正
直
を
以
て
野
蛮

の
不
虔
を

膺
懲
す
る
の

一
大
義
戦
な
る
事
は
中
外
与
論

の
相
共
に
称
揚
す
る
所
な
り
。

之
を
聖
経

に
徴
す
る
に

「義
は
国
を
高
く
し
罪
は
民
を
辱
か
し
む
」
と
云

へ
る
言
あ
り
。
是
れ
即
ち
上
天

の
正
義
に
与
み
し
て
不
義
を
罰
す
る
の
意

な
り
。
而
し
て
彼
我
両
国
は
今
日
之
を
実
験
し
て
其

の
真
実
を
証
す
る
者
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が
　

な

り

。

…

…

(
旧
漢
字

は
新

漢
字

に
、

片
仮

名

を
平
仮

名

に
改

め

た
。

句
読

点
引

用
者

。
)

文
明
と
野
蛮

の
関
係
が
聖
書

に
お
け
る

「
義
」
と

「悪
」
の
関
係
に
譬
え
ら

れ
る
中
、
清
国
と
の
戦
争
や
台
湾

へ
の
武
力
制
圧
が
完
全
に
肯
定
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。

も

っ
と
も
、
細
川
の
場
合
に
は
日
疋
と
は
異
な
り
、
上
述

の
よ
う
な
表
現
を

宣
教
師
や
台
湾
教
会
関
係
者
ら
の
前
で
口
に
し
た
こ
と
を
記
録
し
て
い
る
資
料

は
な
く
、
軍
人
慰
問
以
外

の
場
で
語
る
こ
と

は
お
そ
ら
く
稀
だ

っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
或

い
は
、
実
際
に
台
湾
に
渡
り
教
会
関
係
者
と
接
触
し
た
こ
と
が
、
細

川
を
し
て

一
面
的
な

「
野
蛮
」
と
し
て
の
台
湾
観
を
脱
却
さ
せ
た
の
か
も
し
れ

な
い
。
し
か
し
ま
た
、
た
と
え
そ
う
で
あ

っ
た
と
し
て
も
、
彼

の
交
流
相
手
は

英
加
宣
教
師
や
李
春
生
な
ど
の

「文
明
的
」
な
キ
リ
ス
ト
教
徒

に
限
ら
れ
て
お

り
、
台
湾
キ
リ
ス
ト
教
界

に
対
す
る
印
象
と
台
湾
全
体

に
対
す
る
印
象
と
が
、

全
く
別
次
元
で
と
ら
え
ら
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。

結

論

日
本
に
よ
る
台
湾
武
力
制
圧
の
過
程
と
い
う
非
常
事
態
下
、
台
湾
キ
リ
ス
ト

教
徒
、
日
本
軍
関
係

の
キ
リ
ス
ト
教
徒
、
英
加
宣
教
師
の
三
者
間
に
、
教
会
と

い
う
場
を
拠
点
と
し
た
異
文
化
交
流
が
持
た
れ
た
こ
と
は
、
興
味
深
い
現
象

で

あ

っ
た
。
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
と

い
う
共
通

の
要
素
が
、
疑
惑
や
恐
怖
と
い
っ
た

心
理
的
障
壁
を
取
り
除
き
、
三
者
が
互
い
に

一
種

の
期
待
感
を
も

っ
て
近
づ
く

こ
と
を
可
能

に
し
た
と
い
え
る
。
ひ
と
ま
ず
、
キ
リ
ス
ト
教
の
普
遍
的
性
格
ゆ

え
に
も
た
ら
さ
れ
た
異
文
化
交
流
、
そ
し
て

「親
交
」
関
係
の
構
築

で
あ

っ
た

と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

そ
の
上
で
、
台
日
キ
リ
ス
ト
教
徒
間

の
関
係
に
関
し
て
い
え
ば
、
そ
れ
は
親

交
的
な
関
係

の
歪
ん
だ
始
ま
り
で
し
か
な
く
、
真
実

の
相
互
理
解

へ
の
可
能
性

は
秘
め
て
い
た
も
の
の
、
そ
こ
か
ら
ほ
ど
遠
い
も

の
だ

っ
た
と
結
論
づ
け
な
く

て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
最
大
の
理
由
は
、
両
者
に
出
会
い
を
も
た
ら
し
た
植
民

地
支
配

の
構
造
、
す
な
わ
ち

「戦
勝
者
」
と

「
敗
戦
者
」
(或
い
は

「支
配
者
」

と

「被
支
配
者
」
)
と
し
て
の
政
治
的
外
枠
自
体
を
、
日
本
人
キ
リ
ス
ト
教
徒
が

「義
」
な
る
前
提
と
し
て
正
当
化
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
政
治
的
外
枠
を
相

対
化
す
る
は
ず

の
キ
リ
ス
ト
教

の
普
遍
的
精
神
は
、
日
本
人
キ
リ
ス
ト
教
徒

に

お
い
て
、
文
明
の
代
弁
者

で
あ
る
天
皇

へ
の
信
奉

に
従
属
し
、
キ
リ
ス
ト
教
は

逆
に
外
枠
を
正
当
化
す
る
も
の

へ
と
変
容
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、

台
日
キ
リ
ス
ト
教
徒
両
者

の
関
係
構
築

に
お
い
て
、
台
湾
人
キ
リ

ス
ト
教
徒

の

「主
体
性
」
は
看
過
さ
れ
、
そ
の
存
在
は
何

よ
り
も

「敗
戦
者
」
及
び

「被
支

配
者
」
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
た
。

も

っ
と
も
、
未
だ
文
化
的
言
語
的
障
壁
の
向
こ
う
側
に
い
た
台
湾
人
信
徒
が
、

こ
の
段
階

で
日
本
人
信
徒
の
こ
の
よ
う
な

メ
ン
タ
リ
テ
ィ
ー
を
既
に
理
解
し
て

い
た
わ
け
で
は
な

い
。
そ
し
て
、
台
湾
人
が
彼
ら
な
り
の
思
惑
を
も

っ
て

「
主

体
的
」

に
日
本
人
側

に
近
づ

い
て
い
っ
た
点
も
ま
た
、
日
本
人
側
に
は
理
解
不
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能
な
こ
と
で
あ

っ
た
。
そ
れ
が
、
澎
湖
-

日
本
信
徒
間
で
見
ら
れ
た
関
係
性

に

お
け
る

「擦
れ
違

い
」
と
な

っ
て
現
れ
て
い
た
と
い
え
る
。

日
本
人
キ
リ
ス
ト
教
徒

の
台
湾
人
に
対

す
る
優
越
的
態
度
に
対
し
て
、
彼
ら

英
加
宣
教
師
に
対
し
て
は
、
同
じ
立
場
に
あ

る
文
明

の
伝
達
者
と
し
て
対
等
な

態
度

で
臨
む
傾
向
が
あ

っ
た
。
日
本
人
キ
リ
ス
ト
教
徒

の
文
明
主
義
的
メ
ン
タ

リ
テ
ィ
ー
に
触
れ
た
宣
教
師
側
も
、
そ
れ
を
好
意
的
に
評
価
し
て
い
た
が
、
も

し
彼
ら
が
、
文
明

の
代
弁
者
と
し
て
の
天
皇
観
、
そ
し
て

「台
湾
人
を
身
も
魂

も
心
も
日
本
人
に
す
る
」
統
治

の
論
理
が
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
を
支
配
し
得

る
も

の
で
あ
る
こ
と
を
明
確

に
知

っ
た
な
ら
ぽ
、
ど
こ
ま
で
批
判
し
得
た
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
こ
そ
が
、

一
九
三
〇
年
代
以
降
宣
教
師
た
ち
が
直
面
す
る
こ
と
と
な
る
問

題
の
核
心
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
こ
れ
は
、
欧
米
宣
教
師

一
般

に
お
け
る
帝
国
主

　
　
　

義
の
甘
受
と
い
う
問
題

に
も
関
わ

っ
て
く

る
の
で
あ
る
。

武
力
制
圧
の
後
、
台
湾

へ
渡

っ
た
民
間

の
日
本
人
キ
リ
ス
ト
教
徒
は
、
台
湾

教
会
及
び
英
加
宣
教
師

の
助
力
を
得
な
が
ら
在
台
日
本
人
教
会
を
形
成
し
て
い

っ
た
。
し
か
し
、
日
本
人
キ
リ
ス
ト
教
徒

の

「統
治
者
」
的

メ
ン
タ
リ
テ
ィ
ー

が
次
第
に
明
ら
か
に
な
る
に
つ
れ
、
台
湾
教
会
は
日
本
人
教
会
を
敬
遠
す
る
よ

う
に
な
り
、
相
互
交
流

へ
の
努
力
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
両
者

の
関
係
は
疎
遠
化

し
て
い
っ
た
。
日
本
人
教
会
と
英
加
宣
教

師
と

の
関
係
も
、
ミ

ッ
シ
ョ
ン
教
育

な
ど
に
対
す
る
協
力
提
供
以
外

は
形
式
的

な
も

の
と
な

っ
て
い

っ
た
。
軍
国
主

義

の
台
頭
す
る

一
九
三
〇
年
代
以
降
に
な
る
と
、
さ
ら
に
三
者

の
構
図
は
、
英

加
宣
教
師
が
次
第

に
台
湾
教
会

の

「保
護
者

」
的
立
場
か
ら
追
わ
れ
る
中
、
代

わ
り
に
日
本
人
教
会
関
係
者
が
そ

の
役
割
を
担
う
形
と
な
り
、
台
湾
教
会
は
日

　
の
　

本
人
教
会

へ
再
び
近
づ
く
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、

日
本
統
治
時
代
五
〇
年
間
に
わ
た
る
、
日
本
人
キ
リ
ス
ト
教
徒
、
台
湾
人
キ
リ

ス
ト
教
徒
、
そ
し
て
英
加
宣
教
師
三
者

の
関
係
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
否
定

的
な
も
の
と
な

っ
て
い
く

の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
起
点
と
し
て
の
、
澎
湖

に
お
け
る
異
文
化
交
流
の
出
来
事
と
従
軍
慰
問
使
の
異
文
化
交
流
体
験
は
、
三

者
が
日
本
統
治

に
対
す
る
楽
観
的
な
期
待
を
共
有
す
る
中
、
未
だ
相
互
に
肯
定

的
感
情
を
有
し
て
い
た
、
最
も
初
期
の

「出
会

い
」

の
物
語
だ

っ
た
の
で
あ
る
。

注(1
)

本
稿
は
、
二
〇
〇
〇
年
八
月
に
台
湾
で
行
わ
れ
た

「第
四
回
日
台
青
年
台

湾
史
研
究
者
交
流
会
議
」
に
お
け
る
発
表

二

八
九
五
年
台
湾
武
力
制
圧
の

過
程
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
異
文
化
交
流
」、
及
び
筆
者
が
二
〇
〇
三
年

六
月
に
国
際
基
督
教
大
学
に
提
出
し
た
博
士
論
文

『
日
本
統
治
下
台
湾
に
お

け
る
日
本
人
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
史
研
究
』
第

一
章
に
、
補
足
訂
正
を
加

え
た
も
の
で
あ
る
。

(2
)

先
住
民
族
の
中
で
も
平
地
に
居
住
し
、
漢
化
或
い
は

「教
化
」
の
度
合
い

が
進
ん
で
い
る
者
で
、
清
朝
時
代
に

「熟
蕃
」
或
い
は

「平
埔
族
」
と
し
て
、

漢
化
の
進
ん
で
い
な
い
先
住
民
族
、
す
な
わ
ち

「生
蕃
」
(後
に

「高
砂
族
」)

と
区
別
さ
れ
た

(伊
藤
潔

『台
湾

口
四
百
年

の
歴
史
と
展
望
』
東
京

"
中
公

新
書

一
一
四
四
、

一
九
九
三
年
、
四
九
頁
及
び
戴
國
輝
.
『台
湾

"
人
間

・
歴
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史

・
心
性

』
東

京

"
岩
波

新
書

四

一
、

一
九

八

八
年

、

六
頁
参

照
)
。

(
3

)

9

ヨ
9

Φ
戸

亳

旨

蝉
β

ミ

ミ

S

簿

亀

§

肉
鑓

N慧

℃
譱

曾

、ミ

§

§

鴇
o
§

§

9

ミ
ミ

さ

蕁

o
饕

・
=
餌
ωけ
一昌
ひq
ω
"
男

旨
●
勺
費

ω
o
口
ρ

H
㊤
H
O
.
×
×
臥

■

(
4
)

台
湾
基

督

長
老
教

会

総
会

歴
史

委
員

会
編

『台

湾
基
督

長

老
教
会

百
年

史

』

(台

北

、

一
九

六
五
年
)
、
九

五
頁

。

(
5
)

本
稿

で
は
、
組
織

と
し

て

の

「
キ
リ

ス
ト
教
会

」

に
対

し
、

、・・
ッ
シ

ョ
ン
、

宣

教

師
、

教
会

、

聖
職

者
、

信
徒

、

ミ

ッ
シ

ョ
ソ
ス
ク

ー

ル
、

キ

リ

ス

ト
教

メ
デ

ィ

ア
な

ど

を
包

括
的

に
含

む
語

と

し

て

「
キ

リ

ス
ト
教

界
」

と

い
う

語

を
用

い
る
こ
と

と
す

る
。

(
6
)

同
時

期

に
既

に
渡
台

し

て

い
た
民
間

の
日
本

人

キ
リ

ス
ト
教
徒

も

い
た
が

、

本

稿

で

は
軍

関
係

者

の
み
を
対
象

と

す

る
。

(
7
)

史

明

『
台
湾

人

四

百
年

史
』

(
新

泉
社

、

一
九

九

四
年
)
、

二
七

三
ー

二
七

八
頁

。

(
8
)

「
士
紳
」

と

は

「
士
人

と
紳

士
、
す

な

わ
ち
中

央

・
地
方

の
官

僚
、

科
挙

に

お

け

る
生
員

・
挙

人

・
進

士

な
ど

階
梯

的

な

学
位

を
保

持

す

る
者

、
献

金

な

ど

で
中

・
下

級

の
学

位

資

格

を

帯

び

る
者

・
儒

学

を

学

ぶ

学

者

階

層
、

退

官

・
補
闕

の
待
機

な

ど

で
郷

里

に
在

住

す

る
老

か

ら
成

り
、

紳

士
、
郷

紳

と

も

い
わ
れ

る
」
者

の
こ
と

で
、
台

湾

住
民

の
意
見

を

代
弁

す

る
存

在

で
あ

っ

た
。

な

お
、

こ
れ

は
斯
波

義
信

氏

(
東
洋

文
庫

)

よ
り

ご
教

示

い
た
だ

い
た
。

(
9
)

黄

昭

堂

『
台
湾

民

主

国

の
研
究

』

(
東
京

大

学

出
版

会

、

一
九

七

〇
年

)
、

四
八
1

五

〇
頁
。

台

湾
側

は
割
譲

の
事
実

に

つ
い
て
清
朝

官

僚

の
台

湾

巡
撫

を
含

め

て

一
切

知

ら

さ
れ

て

お
ら
ず

、
条

約

締

結
後

二
日
が

経

過

し

た
四
月

一
九

日

に
な

っ
て
初

め

て
清

朝
政

府

よ
り
通

告
を
受

け

た
。

(
10
)

注

(
9
>

前
掲

書
、

五
七

ー

五

八
頁

。

(
1!
)

注

(
7
)
前

掲
書

、

二
七

三
ー

二
七

八
頁
。

(
12
)

注

(
9
)
前

掲
書

、

五
七

-

五

八
頁
。

(
13

)

HO
P

>
●
=

①
ヨ

δ
戸

寒

鳴

O
こ

ら・の

自
謡
亀

ミ

僑

肉
傍
§

晦

の
ミ
§

日
搴

鳴

G
貸
§
匙
ミ
魯
ミ

、
丶
ミ
禽

ミ
ミ

Lミ
軌恥鴇
o
ミ
a
垈

Lミ
◎
ミ

§

Q
ミ

§

ミ

鳴

丶
§

無
ミ
8

鳴

§

凡黍

N
OQ
N
い○
-
N
毳

ト

<
o
ピ
H
●
○
畧

鋤
ユ
o

"
芝

濠

お

α

ピ
p。
霞

δ
『

d
三

<
①
雫

ω
芽

牢

Φ
ω
ω
し

8

ρ

嵩

ω
・

(
14

)

注

(
4

)

『
台

湾

基

督

長

老

教

会

百

年

史

』
、

九

六

頁

。

(
15

)

.δ

①
ω
ω
δ
コ
o
h
団
o
『ヨ

o
ω
鋤

8

旨
昌

き

"
い
①
薜
Φ
ユ

『
○
ヨ

幻
Φ
タ

鬢

ヨ

0
9
巳

α
,

搴

鳴
ぎ

の
兮

紺
戔
貸
ミ

肉
ミ
o
ミ

矯
》
⊆
ひq
昜

け
H
。。
霧

●

(
16

)

閑
9

0
詳

o
h
窪

Φ
句
o
同
色
σq
巳

≦
一ω
忽
8

ω
O
O
目

邑

洋
Φ
ρ

卜

駐

匙
ミ
亀

ぎ

ミ

ミ

ー

丶蠱

ミ

、ミ

O
§

鳴
ミ

N
卜

芻
鳴
ミ

い
膏

ミ

味ミ

G
§

勸
鉱
ミ

ミ

、
ミ
・・
曾

鷺
嵐
匙
謡

O
ぎ

§

隷

(以

下

℃
0
0

句
冨

○

即
Φ
O
O
ほ
y

>
づ
O
Φ
包

冥

Z

o
●
9

×
×
×
-×
×
×
け

(
17
)

例

え

ぽ

マ

ッ
カ

イ

は

「
日

本

人

兵

士

や

軍

夫

の

多

く

は

イ

エ

ス

の
宗

教

に

対

し

て

憎

悪

を

示

し

て

い

る

」

と

報

告

し

て

い

る

(
い
Φ
淳
Φ
『

ヰ
o
ヨ

O
●
じ

竃

蝉
o
囚
曙

8

幻
・
℃
.
竃

餌
o
評
塁

L

≦
爰

」

卜。
一
一
〇。
㊤
9

℃
O
O

しd
O
×

N

悶
=
Φ

b。
ρ

d
巳

8
α

○
げ
ξ

o
げ

o
h
O
⇔
昌
巴

鋤

〉
円o
ぼ

<
①
ω
以

下

d
O
O
>
・)
。

(
18

)

い
Φ
暮
9

坤
o
ヨ

Ω
.
じ

竃

g。
o
内
錯

8

閑
●
即

竃

8

閃
摯。
ざ

〉
只

・
嵩

卿

〉
⊆
σq
.
ρ

一
〇。
㊤
ρ

℃
0
0

じd
o
×

N

固

δ

N
ω
"
d
O
O
>
●

(
19
)

憲

鳴
き

§
ミ
貯

ミ
跨
怨
蠹

ミ

§

鉱

O
◎
愚
Q
N
§

O
ミ
ミ

"
ぎ

⑦
ミ
紺
嵐
§

O
ぎ

§
隷

ミ

薯

ミ
§
鼻

(以

下

、

ミ

跨
。・鴨
鑓

ミ

ソ

U
①
o
」

。。
り
伊

N
『
N

..↓
ゴ
Φ

岡
。
§

。
ω
き

ζ

爰
昌
臼
ω
、.}
H玄
匹
・し

睾

冨
㊤
ρ

嵩

亠

♪

俸

[い
①
g

「
ヰ
。
ヨ

閃
Φ
お
磊

o
昌
8

ζ

9。
夢
Φ
ω
o
P

O
9

ω
ρ

冨
㊤
㎝
]

Hぼ
P

冒

p

HO。
0
9

①
●

(
20
)

実
際

に
キ

リ

ス
ト
者

の
殺
害

に
関
与

し

た

の
が

「
住

民
」

の
中

で
も

い
か

な

る

人

々
だ

っ
た

の
か

は
、

明

ら

か

で

は

な

い
が

、
宣

教

師

が

「
暴

徒
」
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植民地支配、 キ リス ト教 、そ して異文化交流

(『
o
≦
臼
Φ
ρ

ヨ
o
び
ρ

言
ω
霞
ひq
Φ
耳
ω
な
ど
)

と

表

現

し

て

い
る

の

は
、

一
般

の

住

民

で
は
な

く
、

抗

日

ゲ

リ
ラ

に
加

わ

っ
て

い
る
兵

士

や
清
朝

兵

士

で
、

暴

徒

と
化

し

て

一
般

住
民

に
危
害

を

加
え

た
人

々
を

指
す

と
考

え

ら
れ

る
。

(
21
)

Lミ
8
怨
鼕

き

冨

P

H
。。
り
ρ

①
.

(
22
)

P

Φ
簿
興

坤
o
ヨ

閃
Φ
お
二
ω
8

叶o

と
①
匪
Φ
ω
o
P

O
o
叶.
ω
ρ

H
。。
ゆ
㎝
.]
§

芻
§

-

題

き

冨

p

一
。。
り
9

9

ミ
跨
恕
鑓

鳴
き

〉
寓
」

。。
㊤
9

細

川
瀏

『小

鱗

回
顧
録

』
台

南
、

一
九

二
七
年
、

八

一
頁
、

一
二

ニ
ー

=

一
三
頁
な
ど

。

(
23
)

「台

湾

近
信
」

『基

督
教

新
聞

』
第

六

六

八
号

、

一
八
九

六
年

五
月

二
二
日
。

(
24
)

注

(
22
)
細

川
前

掲
書

、

一
二
五
-

一
二
六
頁
。

(
25
)

い
Φ
洋
9

ヰ
○
ヨ

ρ

じ

ζ
鋤
o
内
9。
蜜

8

即

℃
.
髯

四
〇
冨

ざ

ζ
鍵

」

卜。
噸
一
。。
㊤
ρ

℃
○
○

しu
o
×
N
田

『

b。
ρ

d
O
O
》
.
(勺
0
0

勾
窰
O

肉
8

0
昌

一
。。
り
『

〉
署

Φ
巳

一×

Z
ρ

ρ

×
×
×
-×
×
×
一・)

(
26
)

浅
野

源

二
郎

「
澎
湖

島
宗

教
事

情

続

」

『
基
督

教
新

聞
』
、
第

六

二
三
号

、

一
八
九

五
年

七
月

五

日
。

(
27
)

台
湾

キ
リ

ス
ト
教

徒

が

「
無

意
味

な

る
争

闘

に
与

み
す

る

こ
と

を
好

ま
」

な

い
例

と

し

て
は
、
注

(
22
)

細

川
前
掲

書

、

一
〇

ニ
ー

一
〇

三
頁
を
参

照
。

(
28
)

張

季

琳

・
古
偉

瀛

〈
附

録

李
春

生

相

関
大

事
年

表

〉

(
《
李

春

生
的

思

想

與
時

代
》

一
九

九

五
年
)

を
参

照
。

(
29
)

呉

文

星

〈
清

季
李

春

生

的

自

強

思

想

-

以
変

革

図

強
議

論

為

中

心
〉
、
注

(
28
)

前
掲

書
、

一
四

二
i

一
四

三
頁

。

(
30
)

清
朝

末

期

に
康

有
為

ら
が
起

こ
し

た
政

治

改
革

運

動
。

日
清

戦

争

の
敗

北

を
受

け
、

日
本

の
明
治

維

新

を
手

本

に
し

て
国
会

を

開
き

、
憲

法

を
制

定

し

て
立

憲

君
主

制

を
樹

立

す

る
と

い
う

政
治

改

革

(
変
法

)

を
主

張

し

た
が

、

西
太
后

ら

に
よ

る
戊

戌

の
政

変

で
頓
挫

し

た
。

(
31
)

古
偉

瀛

〈
従
棄

地
遺

民
到

日
籍

華
人

-
試

論

李
春

生
的

日
本

経
験

〉
、

同

上

書
、

一
六
六
-

一
六
七
頁

。

(
32
)

許
世

楷

『
日
本
統

治

下

の
台

湾
』

(
東
京

大

学

出
版

会

、

一
九

七

二
年

)
、

四
八
頁
。

(
33
)

同
上
、

一
七
〇
1

一
七

一
頁
。

(
34
)

注

(
29
)
前

掲
論

文
、

一
五
九
頁

。

(
35
)

黄

俊
傑

・
古

偉
瀛

〈
新

恩
與

旧
義

之
間

-
李

春
生

的
国

家
認

同
之

分
析

〉
、

李

明
輝

編

《
李
春

生

的
思

想

與
時

代

》
台

北

冖
正
中

書

房

、

一
九

九

五
年

、

一
四

四
、

二

二

一
、

二
三

二
頁

。
注

(
29
)
前

掲

論

文
、

一
四

二
ー

一
四

三

頁
。

注

(
31
)
前

掲

論
文

、

一
六

六
ー

一
六
七

頁
。

(
36
)

注

(
22
)

細

川
前
掲

書

、

一
六

八
頁
。

(
37
)

注

(
32
)

前
掲

書

、

五
六
頁
。

(
38
)

..↓
冨

一
巷

鋤
口
Φ
ω
①

O
o
2

冨

口
8

0
暁
↓
鋤
昇

き

8

0
i

菊
Φ
<
]
)
g
ロ
$

昌

「
9

ひq
⊆
ω
o
P

]≦
〉

●㌦
、
さ

鴇
鴨
鼕

き

冒

コ
・
一
。。
㊤
ρ

目

-
旨

●

及

び

..O
霞

竃

す

ω
δ
蠧

ユ
Φ
ω

o
巳

些

⑦

0
8

唇

鋤
け
δ
づ

o
h
↓
鋤
宥

き

州o
ρ
、こ

ミ

G・恕
鼕

き

冒

p

H
。。
㊤
①
"H
P

な
お
、

井
川
直

衛

、

『
パ

ア

ク

レ
イ

博
士

の
面
影

』

(
基
督

教
真

理

社
、

一
九

三
六
年
)
、

一
四
七

頁

及
び

=

二
四
-

一
四

一
頁

に

フ

ァ
ー
ガ

ソ

ン

の
報

告

の
日
本

語
訳

、

=

二
〇
ー

=

二
一
頁

に
バ

ー

ク

レ
ー

の
懐

旧
談

が

記

載

さ
れ

て

い
る
。

(
39
)

E
P

M
初

代

医
療

宣

教
師

ジ

ェ
ー

ム
ズ

・
マ
ク

ス
ウ

ェ
ル
は
、

住
民

と

ト

ラ
ブ

ル
を
起

こ

し

た
経
験

か
ら
、

宣
教

上

の
問

題

を
英

国

領
事

に
訴

え
な

い

こ
と

に
決

め

て
お
り
、

後
代

の
宣
教

師

も
領

事

館

と

は

一
定

の
距
離

を
保

っ

て

い
た

よ
う

で
あ

る
。

(
40
)

国
匹
ρ

0
8

同
σq
①
㌦

"「
o
「
日
o
ω
鋭

O
Φ
ω
餓
8

8

冒

冨

昌
、、}
H玄
ρ

甘

ピ
一
。。
㊤
伊
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呂

Q。
●

(
41
)

じd
き

P

臣

芝
鋤
旦

ミ
q
軽

鑓

艱

的
黥

愚
8
鳴
O
ミ
、
寒

Q
ミ

§

亳

旦

ミ
僑

肉
蠢

N篤罫

、
丶
8
ぽ

欝
ミ
§

ミ

篤⑦鴇
§

N
O。
軋
M

-
N
漣

N

幻
8

ユ
葺

巴

巴

・

↓
巴
冨
『

0
げ
㎡
轟

耄

Φ
口
勺
=
巨
一ω
ぼ
轟

O
o
旨
冨

昌

し

㊤
鐸

旨
①
.

(
42
)

崎

o
吋
ヨ
o
ω
勲

霊

ω
け
き

α

零

Φ
ω
Φ
葺

-

幻
①
<
.
煢

田

冨
日

0
鋤
B
9

⑦
=
㌦
、

ミ
跨
怨
鑓

ミ

"
〉
嘆

●
H
。。
O
ρ

○。
ら
-
㎝
・

(
43
)

駒

込
武

「
『文

明
』

の
秩

序

と

ミ

ッ

シ

ョ
ン
ー

イ

ン
グ

ラ

ン
ド
長
老

教
会

と

一
九

世
紀

の
ブ

リ
テ

ソ

・
中

国

・
日
本
」

(
近
代

日
本

研
究

会

『
地

域
史

の
可

能
性

"
地
域

・
日
本

・
世

界
』

近
代

日
本

研
究

年
報

一
九
、

一
九
九

七
年

)
、

二
八
頁
。

(
44
)

駒

込

武

は
同

じ
。バ
ー

ク

レ
ー

の
報
告

書

に
対

し

て
、
彼

の
日

本
支

配

に
対

す

る
評

価
が

「
否

定

と
肯
定

の
間

を
揺

れ
」

て
い
た

(
注

(
43
)
前

掲

論
文

、

二

八
頁
)

と
述

べ
、

ど

ち

ら

か
と

い
う

と
肯

定

し

て

い
た
側

面

を
強

調

す

る

が

、
筆

者

は
、

バ

ー

ク

レ
ー

は
日
本

統

治

の
到

来

に

よ

る
形

式

的

な
変

化

は

期
待

で
き

た

と

し

て
も
、
統

治

政
策

の
本
質

に
関

わ

る
部

分

に

は
疑
問

を
持

た
ざ

る
を
得

な

い
と

い
う

立
場

で
あ

っ
た
と
解

釈
す

る
。

(
45
)

勺
0
0

閃
ζ

○

閑
8

0
『
江

。。
㊤
9

諺
薯

Φ
巳

㌶

Z
o
・
9

×
×
乱

い

(
46
)

竃

8
内
p
ざ

0
8

茜
Φ

い
こ

丶
こ
ミ

隷

丶

さ

＼
ミ
8
『

憲

鳴
誘
ミ
ミ
鼻

謎

譜

愚

貯

§

鉱

ミ
箇琶

§

。・』

巳

巴

↓
0
8

暮
o
"
霊
Φ
自

p
ひq
団
勇

Φ<
Φ
目
0
。
爭

B

づ
ざ

一
。。
㊤
9

ω
ω
¶
・

(
47
)

『
マ
ッ
カ
イ
日
記

』

(冒

霞

5
巴

び
く

Ω
Φ
o
『ひq
Φ
い
①
巴
一Φ

竃
⇔
o
内
鋤
《
)
第

一
一

巻

(
英

文

二

八
九

四
年

六
月

i

一
八
九

八
年

六
月

、

さ
ら

に
本

国

へ
の
報

告

書

で
も
乃

木

に
よ

る
治

世

が

公
義

に
基
づ

く

も

の
で
あ

る

と
評
価

し

て

い

る

(頃
O
O

句
]≦
O

肉
Φ
づ
O
『
け
一
QQ
Φ
刈
"
嵩

即

ま
こ
・
H
O◎
ゆ
co
」

c◎
心
・)
。

(
48
)

一
八
九

六
年

一
一
月

の
乃
木

と

の
会

見

以
来

、

マ

ッ
カ

イ

は

一
二
月

八

日

に
乃

木
、

一
二
月

三
〇

日

に
水
野

夫
妻

に
よ

る
訪

問

を
受

け
、

一
八
九

七
年

三
月

四
日

及
び

六
月

一
七

日

に
は
乃
木

邸
晩

餐
会

に
招

待

さ
れ

て

い
る

(
『
マ

ッ
カ
イ

日
記
』
)
。

(
49
)

『
マ

ッ
カ
イ

日
記
』

第

=

巻

、

一
八
九

六
年

一
〇

月

二
三

日
。

(
50
)

例

え
ば

近
衛

師

団

は
台

北
-

新

竹
間

の
抗

日
軍

討
伐

の
た

め
沿

道

の
住

民

を
敵

味
方

に
関

係

な
く
掃

討

し
た

(
注

(
32
)
前

掲
書

、

五
〇

頁
)
。

ま

た

マ

ッ
カ
イ
も

教
会

を

含

め

た
村

全
体

が
焼

き

討

ち

に
遭

い
草

し

か
残

っ
て
い
な

い
村

の
こ
と

を
報
告

し

て

い
る

(い
Φ
暮
興

ヰ
o
ヨ

O

い
・
竃

四
〇
〆
塁

けo

即

℃
●

竃
8

冨

ど

O
o
け

メ

H
。。
Φ
ρ

芍
O
O

ゆ
o
×

N
田

δ

器
"
d
O
O
>
.)
。

(
51
)

た
だ

し

こ

こ

で
筆

者

は
澎

湖

住

民
が

「
台

湾

人
」

を
代

表

す

る
存

在

で
あ

る
と

は
考

え

て

い
な

い
。
澎

湖

は

一
六
八

四
年

に

至

る
ま

で
台

湾

よ
り

独
立

し
た
行

政
区

域
だ

っ
た
た

め
、

日
本
人

と
接
触

し
た
際

も
住

民

は

「
澎

湖
人
」

と
し

て

の
意

識

で
対

応

し

た
と
考

え

ら

れ

る
。

な

お

こ

の
点

に

つ
い
て

は
、

台

南
神

学
院

基

督
教

社

会
研

究

所

元
所

長

の
鄭

児

玉
牧

師

よ

り
ご

指
摘

い
た

だ

い
た
。

(
52
)

注

(
9
)

前

掲
書

、

一
五
1

=

ハ
頁
。

(
53
)

、6

澪

ヨ

O
ξ

巨

㌦
.
さ

G・。・Q蠹

鳴
き

〉
轟

」

。。
8

一
謁

為

ω
・

(
54
)

〈
澎

湖
的

消
息

〉
《
台
南

府
城

教
会

報
》
第

一
二
二
号
、

一
八
九

五
年

五
月
、

三
九
頁

。

な
お
、

こ

の
時

期

の
台

南

府
城

教

会
報

中

の
日
付

は
旧
暦

に
基

づ

く

た

め
、
文
中

に
は
呼
応

す

る
新
暦

の
日
付

を
記
載

し
た
。

(
55
)

比
志

島
支

隊

は
、

台

湾
島

制

圧

の
兵

力
増

強

の
た

め
基
隆

に
来

る

よ
う

に

と

い
う

五
月

三

一
日
付

の
総

督
命

令

を
受

け

て
、

六
月

三
日
、

一
部

を

守
備

の
た
め

に
残

し

て
馬

公

を
離

れ

た

(参

謀

本
部

編

『
明

治

二
十

七

八
年

日
清
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戦

史
』

第

七
巻

、

五
三
ー

五
四
頁

)
。

(
56
)

「
澎

湖
島

宗

教
事

情
」

『基

督

教
新

聞
』

第

六

二
二
号
、

一
八
九

五
年

六

月

二
八

日
、
「
澎

湖
島

宗
教

事
情

続

」
。

(
57
)

「
澎
湖

島
宗

教
事

情
」
。

(
58
)

〈
澎
湖

的
消

息
〉
、

三
九
頁
。

(
59
)

一
八

五

一
年

、

ア

メ
リ

カ
人

宣

教

師

冒

ぎ

く
●
Z
.
↓
巴
目
⇔
σq
①
及

び

そ

の

「
ア

モ
イ

人
同

労
者
楊

牧

師
」

に
よ

っ
て
創

出

さ
れ

た

ロ
ー

マ
字

に
よ

る
閾
南

語

の
表
音

シ

ス
テ

ム

(鄭

児

玉

「
台

湾

の
キ
リ

ス
ト
教
」

『
ア
ジ

ア

・
キ
リ

ス

ト
教

史

[
1
]
』

教
文

館

、
第

三
版

一
九

八
九
年

、
所

収

、

八
八
頁
)
。

(
60
)

「
澎

湖
島

宗
教

事
情

」
。

(
61
)

同

上
。

(
62
)

「
澎

湖
島

宗
教

事
情

続
」
。

(
63
)

同
上

。

(
64
)

..○
澪

ぎ

0
げ
ユ
ω
け㌦
.
Hぼ
α
●

(
65
)

〈
澎
湖

的
消

息
〉
、

三
九
頁

。

(
66
)

同
上

。

(
67
)

日
本

軍

の
態

度

は
、

一
八
七

四
年

に
澎

湖

を

一
時

的

に
占

領

し

た

フ
ラ

ン

ス
軍

よ
り

も
悪

い
と
澎

湖

住
民

に
は
評

判
が

悪

か

っ
た

(
許

廷

芳

五
月

二
日

(新

暦

五
月

二
五

日
)
付
書

信

、
〈
澎

湖
的

消
息

〉

に
記
載

)
。

(
68
)

「澎

湖

島
宗
教

事

情

続

」
。

(
69
)

..O
器

言

O
げ
ユ
ω
計
、、
Hぽ
α
・

(
70
)

前

田

成
文

は
、

異

民
族

支
配

に
お

け

る
文

化
摩

擦

に
関

し
、
表
層

的

な

言

語
な

ど

の
差

異

に
気
付

い

た

に
と
ど

ま

り
、
深

層

に
お
け

る

よ
り

大
き

な

差

異
が

気
付

か
れ

な

い

「
擦

れ
違

い
現
象

」
が

起

こ

る
こ
と

を
指
摘

し
て

い
る
。

「
差
異

の
文
化

論
」

(
石

井

米
雄

編

『
差

異

の
事

件
誌

ー

植
民

地

時
代

の
異

文

化

認

識

の
相
克

i

』
巌

南

堂
書

店

、

一
九

八

四
年

、

所
収

)
九

-

一
〇

頁
参

照

。

(
71
)

「
澎
湖

島
宗

教
事

情

続

」
。

(
72
)

こ

の
点

は
、
中

国
文
化

に
は

「
忠

義
」

と

い
う

言
葉

は
あ

っ
て
も

「
愛

国
」

と

い
う
概
念

は
な

い
、

と

い
う

点

と
併

せ
、

鄭
児

玉

牧
師

よ
り

ご
指

摘

い
た

だ

い

た
。

(
73
)

大

本
営

と

同
じ

く
広

島

に
本

部

を

設
置

し

て
い
た
超

教

派

の
キ

リ

ス
ト
教

組
織

。

日
清
戦
争

中

も
従

軍
慰

問
使

を
派

遣

し

て
い
る
。

(
74
)

「
基

督

教
徒

た

る
慰

問

使
台

湾

に
向

か
わ

ん
と

す
」

『
福

音
新

報

』
第

二

二

〇
号

、

一
八
九

五
年

五
月

三

一
日
。

(
75
)

「
台

湾
島

へ
の
慰
問

使

派
遣

の
件
」

『
基
督

教

新

聞
』
第

六

二
〇

号
、

一
八

九

五
年

六
月

七

日
、

及
び

「
台

湾

慰
問

使

の
件
」

同

第

六

二

三
号
、

七

月

五

日
。

(
76
)

注

(
22
)

細
川

前
掲

書
、

七

五
-
七

六
頁

。

(
77
)

細
川

の
従
軍

日
程

に

つ
い
て

は
明
記

の
な

い
限

り

『
小
鱗

回
顧
録

』

に

よ

る
。

(
78
)

〈
細

川
牧

師
的

教

示
〉

《
教

会

公
報
》

第

=

二
四
号
、

一
八
九

六
年

七

月
、

五
三
-

五

五
頁

。

(
79
)

注

(
22
)

細

川
前

掲
垂
『

八

一
ー

八
二
頁
。

(
80
)

「
台

湾

に
於

け

る
基

督

教
徒

」

『
福
音

新

報
』

第

二
〇

号
、

一
八
九

五
年

一

一
月

一
五
日
。

(
81
)

注

(
22
)

細

川
前
掲

書
、

一
〇

ニ
ー

一
〇

三
頁

。

(
82
)

同
上

、

一
五
四
ー

一
五
九

頁
。
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(
83
)

同

上
、

一
二

ニ
ー

一
二
五
、

一
三
〇
頁
。

(
84
)

同

上
、

一
一
八
-

一
一
九
頁

。

(
85
)

同

上
、

一
六
四
頁

。

(
86
)

同

上
、

一
一
九
-

一
二
〇
頁

。

(
87
)

同
上
、

=

二
一
i

=

二
二
頁

。

(
88
)

同
上
、

一
六
〇
頁

。

(
89
)

同
上
、

一
六

一
ー

=

ハ
四
頁
。

(
90
)

同
上

、

一
六

五
頁
。

(
91
)

同
上

、

=

一ニ

ー

=

二
二
頁
。

(
92
)

同
上

、

一
四

八
頁

、

及
び

『福

音
新

報

』
第

六

〇
号

、

一
八
九

六
年

八
月

一
=

日
。

(
93
)

同
上

、

九

六
頁

。

(
94
)

同
上

、

一
四
八
頁
。

(
95
)

目
Φ
窪
興

坤
。
目

bU
興

色
昌

8

∪
巴
Φ
M
}
轟

.
9

一
。。
㊤
9

中

Φ
ωび
旨
Φ
「
冨
コ

O
ゴ

『9

0
暁
国
昌
σq
冨
邑

ω
Φ
ユ
Φ
ω
宅

じu
o
×
O
国

δ

卜。
"
ω
9

0
巳

O
h
O
鼠
Φ
畧

巴

鋤
づ
住
>
hユ
8

昌

Qり
ε
臼
Φ
ρ

d
昌
一く
臼
臨
蔓

o
吭
い
o
口
α
o
ロ
・

(
96
)

注

(
22
)
細

川
前

掲
書

、

一
五
九

-

一
六
九

頁
。

(
97
)

同
上
、

一
一
四
-

一
一
六
頁
。

(
98
)

同
上
、

一
〇
七
-

一
〇

八
頁
。

(
99
)

在
台

宣
教

師

の
帝

国

主
義

的
性
格

に

つ
い

て
は
、
注

(
43
)

前
掲

の
論
文

、

及

び
駒

込
武

「
台
南

長
老

教

中

学
神

社

参
拝

問

題
-

踏

絵
的

な

権
力

の
様
式

1

」

(
『
思
想

』
九

一
五
号
、

二
〇
〇
〇

年
九

月
)

な
ど

を
参

照
。

(
OO1
)

こ

の
時

期

の
両

者

の
関

係

に

つ
い
て

は
拙
稿

「
日
本

統
治

下

台
湾

の
キ
リ

ス
ト
教
界

に
お
け

る
異

文

化
交

流

ー
台

湾

Y

M
C

A

の
事

例

を
中

心

に
ー

」

(
飛

田
良
文

ほ

か
編

『
ア
ジ

ア
に
お

け
る
異

文
化
交

流

』
明
治

書

院
、

二
〇

〇

四
年

、

二

一
〇
1

二
三

三
頁
)

を
参

照
。
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